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[はじめ に 


これ か ら 種 々 の プロ グラ ム を お 使い に な る 際 に 、 漢 字 を 入力 する 必要 が 生じ る と 思わ れ 
ます 。 そ の と き に 必要 と な る の が 、 連 文節 変換 プロ グラ ム な どの か な 漢字 変換 プロ グラ 
ム 、 つ まり 、 ひ ら が な を 漢字 な ど に 変換 する 役割 を 受け 持つ プロ グラ ム で す 。 


文節 変換 は 1 文節 ご と に 行う 変換 で す が 、 連 文節 変換 で は 複数 の 文節 を まとめ て 変換 す 
る こと が で きま す 。 





連 文 節 変 換 プ ログ ラム に つい て 
連 文 節 変換 プロ グラ ム (MKK) は 、 IBM DOS バー ジョ ン J4. Sg 時 お る | 
漢字 変換 プロ グラ ム で す が 、 ず 同 要 3 





連 文 節 変 換 プ ログ ラム ・ デ ィ ス ケッ ト に は 次 の も の が 含ま れ て いま す 。 


* 連 文 節 変換 プロ グラ ム 

s オプ ショ ン 設 定 プ ログ ラム 
*。 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー 
* 辞書 プロ ファ イル 

* シス テム 辞書 3 つ 

* 個人 別 辞書 

* 付属 語学 習 辞 書 


な お 、 連 文節 変換 で は 文節 変換 用 の 辞書 お よび 辞書 カー ド は 使用 で きま せん 。 個 人 別 辞 
書 に つい て は その まま 使用 で きま す 。 
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PC DOS J6.3/V で 変更 / 拡 張 さ れ た 機能 
PC DOS J6.3/V で 変更 また は 拡張 され た 機能 は あり ませ ん 。 


PC DOS J6.1/V で 変更 / 拡 張 さ れ た 機能 


* DOS/V の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム が 連 文 節 変換 プロ グラ ム の 導入 を 行い ます 。 
J$.0/ ツ で は DOS/V の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム は 連 文 節 変換 プロ グラ ム の 導入 プ 
ログ ラム へ と 接続 され て いま し た 。 今回 の 変更 に より DOS/V の セッ ト ア ッ プ に 統 
合 さ れ た た め 、 導 入 時 の カス タマ イズ は 行わ な いよ うに な り ま し た 。 


s J5.0/V は 1 つの ユー ティ リティ ー(INSTALL.EXE) が 、 導 入 と カス タマ イズ を 行っ 
て いま し た が 、 前 述 の 変更 に より 、 カ スタ マイ ズ の み を する よう に 変更 され 、 フ ァ 
イル 名 も SETUPMKK.EXE に 変更 され まし た 。 

・ デフ ォ ル ト ( 省 略 時 の 設定 ) の CONFIG.SYS 中 の ステ ー ト メン ト に "/L"( 学 習 保存 あ 
り ) オ プシ ョ ン が 追加 され まし た 。 

* "/J" オ プシ ョ ン が 追加 され まし た 。 こ の オプ ショ ン で JIS の 78 年 度 版 、83 年 度 版 、 
90 年 度 版 の いずれ の 区 点 番 号 セ ッ ト を 使用 する か を 設定 し ます 。 


* 郵便 番号 辞書 (IBMZIPC2.DCT) が 大 幅 に 更新 され まし た 。 項 目 数 は 7000 以 上 で 、 
最新 の 郵便 番号 に 対応 し て いま す 。 


* デフ ォ ル ト の プロ ファ イル で 3 つの シス テム 辞書 を サポ ー ト し ます 。 


ギー ポー ド に つい て 
PC DOS* バー ジョ ン J6.3/V で は 、3376-001、3376-002/003、3376-A01 型 お よび そ 
の 互換 キー ボー ド 、ThinkPad* 型 、PS/2* の 米国 英語 キー ボー ド (101 型 キー ボー 
ド ) 、3323-S/5533-S 型 の キー ボー ド 、AX** キ ー ボ ー ド お よび 東芝 J3100 ノ ー ト ブッ 
ク 型 キ ー ボ ー ド が 使用 で きま す 。 


注意 


本 書 で は 、3376-A01 型 キー ボー ド を 使っ て 説明 し て いま す 。 こ れ 以 外 の キー ボー 
ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C。 『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て くだ さ 
い 。 
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サラ サラ サラ サラ マサ ラサ サヤ サヤ ヤヤ ュ ォ ヤヤ ハハ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー 


関連 マニ ュ ア ル 
連 文 節 変換 プロ グラ ム に は 多く の 機能 が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の 機能 を 使い こなす に 
は 、DOS に つい て ある 程度 の 基礎 知識 が 必要 で す 。 必要 に 応じ て 次 の 資料 を 参照 し て 
くだ さい 。 
DOS (バー ジョ ン J6.3/V) に 関し て : 


s 『 セ ッ ト ア ッ プ ・ ガ イド 』(SCSS-3073) 

。 『 カ ンタ ン DOS』(SC88-3074) 

。 『 ユ ー ザ ー ズ ・ ガ イド 』(SC88-3075) 

s。 『 コ マン ド 解 説 書 お よび メッ セー ジ 集 』(SCSS-3076) 
JIS 区 点 番号 、 漢 字 番号 の 検索 に つい て : 


。 『 漢 字 コ ー ド 一 覧 表 』(N:GC18-2040) 


は じ め に MX 
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第 1 章 日 本 語 入力 と 変換 入門 


ー の 章 で は 日 本 語 の 基本 的 な 入力 方 法 に つい て 説明 し ます 。 連 文節 変換 プロ グラ ム は 、 
変換 時 に 自動 的 に 新た な 単語 を 学習 し た り 、 ま た 変換 で き な か っ た 時 点 で 単語 登録 を 行 
うこ と で 、 個 別 の ユー ザー の ニー ズ に 対応 で きる よう に な っ て いま す 。 学 習 機能 や 単語 


奪 録 の 方 法 に つい て は 本 章 の 後半 で 説明 し ます 。 
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本 章 の 概要 


PC DOS バー ジョ ン J6.3/V (以降 DOS と 呼ぶ ) で 文章 を 入力 する に は 、E エ ディ タ 
ー を 利用 する と 便利 で す 。 こ こ で は 次 の よう な 例 を E エ ディ ター を 使っ て 入力 を 練習 し 
ます 。 


ふり が な に ほん あい びー えむ 
SS 寿 名 日 本 アイ ・ ビ ピー* エ ム 


港 区 六本木 3-2ー12 〒106 
Tel (03)3386-1111 





上 記 の 文 草 に は 、 ひ ら が な 、 漢 字 、 数 字 な ど が 混ざっ て いま す 。 次 の 各部 分 ご と に 説明 
レ し て いき ぎ きま す 。 


ふり が な に ほん あい びー えむ | ーーーーーー ひ ら が な の 入力 


1-4 ペ ー ジ ) 
港 区 六本木 | 3 2 一 1 2 106 


Tel] (63)3586-1111 1 
記号 の 入力 
1=12 ペ ー ジ ジ ) 
数 全角 の 入力 
(1s11 ペ ー ジ ) 





この 文章 を ADDRESS.TXT と いう 新しい ファ イル に 作成 し ます 。 
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E エ ディ ター の 始動 
まず 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト ま た は DOS シ ェ ル か ら E エ ディ ター を 始動 し ます 。 


1 次 の コマ ンド を 入力 し て 、 (改行 ) を 押し ます 。 


C:\>e address.txt 





DOS シ ェ ル か ら 始 動 す る 場合 は 「PC DOS E エディ ター」 を 選択 し 、 フ ァイル 
名 ADDRESS .TXT を 入力 し ます 。 


2 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


Top of File 


ーー Bottom of File 一 


PLULUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULUUUUULLUUUUJ 


CrYADDRESSJTXT " 行 の 境 1 3 
ーー 3 3= 終 了 4= 保 管 ・ 終 了 6= 作 図 7= - 名 前 8= 編 集 9 やり直し 12 





本 章 で は E エ ディ ター を 使用 し て 文字 入力 だ け を 行い ます 。E エ ディ ター の 基本 操作 に 
つい て は 、『 カ ンタ ン DOS』 を 参照 し て くだ さい 。 
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ひら が な の 入力 
最初 は ひら が な を 入力 し ます 。 入力 方 法 に は 「 ロ ー マ 字 入力 」 と 「 か な 入力 」 と が あり 


ます 。 こ の 節 の 例 で は 両方 の 入力 方 法 で 説明 し て いま す 。 実際 に 入力 する こと で 、 そ れ 
ぞ れ の 違い を 体験 で きま す 。 


ロー マ 字 入力 に つい て 


ひら が な より も アル ファ ベッ ト の キー の 方 が 探し や すい と いう 人 の た め 、 ロ ー マ 字 
を 使っ て ひら が な を 入力 する 方 法 で す 。 た と えば 画面 の 下部 の 表示 が 「 か な 半角 


R」 や 「 か な 全角 R」 の と き に La 」 La] 〔s」 Li 
| a |] と タイ プ す る と 、 画 面 に は 「 わ た し は 」 と 表示 され ます 。 画 面 下部 に 「 漢 字 」 
が 表示 され て いる 場合 は 、 入 力 さ れ た ひら が な は 更に か な 漢字 変換 の 読み と し て 扱 
われ ます 。 


「 ん 」 は [n| [n]、「 っ 小さ い " つ り 」 は [x [ u」、「 ゃ (小さ い "や 
の 」 は [| x | | al」、「 ょ 」 は [x [ o ] と 、 先 頭 に [ x | を 付け ま 
す 。 詳 し い 入力 方 法 は 付録 D, 『 ロ ー マ 字 か な 対応 表 』 の 表 を 参照 し て くだ さい 。 


ロー マ 字 入力 の 場合 で も 、 読 点 (、) 、 句 点 (。 ) 、 中 黒 (・) 、 長音 (一 ) な ど 


は か な 入力 と 同じ キー を 押し ます 。 た と えば 、 長 音 と 中 黒 の 場合 は 、 次 の キー を 押 
し ます 。 


ー 


長音 (一 ) を 入力 する : ここ 


中 黒 (・) を 入力 する : gg 凍 


DOS で は 初期 設定 が 「 ロ ー マ 字 入力 」 に な っ て いる の で 、「 か な 入力 」 を 行う 場合 に 


は 、 + ) ( [Al1t] を 押し な が ら を 押す こと ) キー を 押 
し て 、 ロ ー マ 字 入力 を オフ に し ます (下段 の R 表 示 が 消え ます ) 。 


それ で は まず 、 以 下 の 例 を 入力 し ます 。 


ふり が な に ほん あい びー えむ お む 


1 + [半角 / 全 角 ] ゆ キー を 押し ます 。 
画面 下部 に 「 漢 字 」 と 表示 され ます ( 漠 字 モー ド )。 


( ま ) 5576-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C。『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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2 


か な 半角 R 漢字 


「 ふ り が な 」 と 入力 し 、[Enter| (改行) を 押し ます 。 


ロー マ 字 入力 [f] [ul [r] 口 ) [gl] [a) [nl 【a) 
か な 入力 ふ [ 」 [な 








Top of File 
ふり が か 自 
ーー Bottom of File 














最後 の [Enter] (改行 ) で 反転 表示 が 消え ます 。 こ れ を 確定 と いい ます 。 か な 入 
力 で は 「 か 」 と 「" 」 は 変換 され て 一 文字 の 「 が 」 に な り ま す 。 


入力 ミス を 訂正 する に は 


キー を 押す と 、 入 力 さ れ た 文字 が 終わ りか ら 1 文字 ずつ 削除 
され ます 。 








[スペ ー ス | キー を 押し ます 。 


「 に ほん あい びー えむ 」 と 入力 し 、 (改行 ) を 押し ます 。 


ロー マ 字 入力 は 
か な 入力 に 〕 ( ほ ] [ん ( ぁ ) し りり (の に) に ) ほ ) お ) 








Top of File = ニー 
ふり が な に - ほ ん あい びー えも 








ーー 一 Bottom of File 





ロー マ 字 入力 の 場合 で も 、 長 音 記号 (一 ) は か な 入力 と 同じ キー を 押し ます 。 


最後 に も う 一 度 [Enter] (改行 ) を 押す と 、 カ ー ソ ル が 次 の 行 に 移動 し ます 。 
結果 は 次 の よう に な り ま す 。 





ーー Top of File = 
ふり が な に ほん あい びー えむ 


ーー 一 Bottom of File 一 


注 : これ 以降 の 説明 の 画面 例 で は 、R が 最 下 段 に 表示 され た 「 ロ ー マ 字 入力 」 
状態 で 説明 し て いま す 。 


第 1 章 日 本 語 入力 と 変換 入門 1-S 


滞 字 の 入力 
つぎ は 漢字 の 入力 を し ます 。 以 下 の 例 を 入力 し ます 。 


会 社名 日 本 アイ ・ ビ ピー・ エ ム 


1 「 か いし ゃ めい 」 と 入力 し 、[ 変 換 ] を 押し ます 。 


ロー マ 字 入力 [k」 [aj (sth) (4) (mj) (e) 曲 ) 
か な 入力 


rm デ 








ーー ディ 「op 
ふり が な に AM い が びー えむ 


oof Fe 














2 (改行 ) を 押し て 文字 を 確定 し ます 。 


う 3 [スペ ー ス | キー を 2 度 押し ます 。 





ーーー Top of File ニー 
ふり が な に ほん あい びー えむ 
会 社名 


ーー Bottom of File 


人 4 「 に ほん 」 と 入力 し 、[ 変換 ] を 押し ます 。 


ロー マ 字 入力 [nh) [o) nm] 
か な 入力 に | [ ほ ] [ん | 








ーーー デ テ Top of File 
ふり が な "に ほん あい びー えむ 
会 社名 











も of File 








つ さら に [Enter] (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 
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カタ カナ の 入力 (カタ カナ ・ モ ー ド か ら ) 


次 は カタ カナ の 入力 で す 。 カ タカ ナ を 入力 する 方 法 は 2 種類 あり ます が 、 最 初 は 
カタ カナ | キー を 使う 方 法 で す 。 以 下 の 例 を 入力 し ます 。 


会 社名 日 本 ず すず ・ セー・ 為 


1 カタ カナ を 入力 する に は [カタ カナ | キー を 押し ます (カタ カナ ・ モ ー ド ) 。 
画面 最 下 段 が 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


カナ 半角  R 漢字 


カタ カナ に は 「 半 角 」 と 「 全 角 」 が あり ます 。 ここ で は 全角 で 入力 し た い の で 、 
次 の よう な 操作 を 行い ます 。 


2 [半角 / 全 角 | キー を 押し ます 。 
画面 最 下 段 が 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


カナ 全角  R 漢字 


3 「 ア イ ・ ビ ー・ エ ム 」 と 入力 し 、 (改行 ) を 押し ます 。 


ロー マ 字 入 [aj し) (5 し) (gm te 
か な 入 。 アア ) [ イ ] し (EC) 上) ほ ) は ) 


ロー マ 字 入力 の 「・」 と 「 一 」 は 、 か な 入力 と 同じ キー を 押し ます 。 
結果 は 次 の よう に な り ま す 。 





ーー Top of File = ニー 
ふり が な に ほん あい びー えむ 


会 社名 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム 自 
Bottom of File 














第 1 章 日 本 語 入力 と 変換 入門 本 -7 


カタ カナ の 入力 (ひら が な モー ド か ら ) 
カタ カナ を 入力 する も う 1 つの 方 法 は 、 ひ ら が な で 入力 し て か ら 変 換 する 方 法 で す 。 


会 社名 日 本 アイ ・ ビ ピー・ エ ム 
すでに 入力 し て ある 場合 は 、[Back Space] キー を 8 回 押す と 、「 日 本 」 の 次 まで カー 


ソル が 文字 を 消し て 移動 し ます 。 


1 ひら が な を 入力 する に は [ひら が な | キー を 押し ます (ひら が な モー ド ) 。 
画面 最 下 段 が 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


か な 全角 R 漢字 


2 「 あ い ・ び ぴー・ え む 」 と 入力 し ます 。 


ロー マ 地 入 [La]」 ij し JO CU(e 
か な 入 。 [あぁ |) (いい) し) に LU ほ 


3 [| を 押し な が ら | 変 換 ] を 押し ます 。 
結果 は 次 の よう に な り ま す 。 


上 
昌 











Top of File 
ふり が な に ほん あい びー えむ 
会 社名 日 本 アイ ・ ピ ー 








エム 邊 








Bottom of File 








この よう に [1 ]+ [変換 ] で ひら が な を 強制 的 に カタ カナ に 変換 で きま す 。 こ の 
変換 方 法 を 使う と 、 ひ ら が な モー ド か ら カ タカ ナ ・ モ ー ド に 切り 替え る 必要 が な 
い の で 、 効 率 的 に 入力 で きま す 。 


和 4 さら に [Enter] (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 


つ (改行 ) を 押し て カー ソル を 次 の 行 に 移動 し ます 。 











Top of File 
ふり が な 本 
会 社名 日 本 ア 








人 








Bottom of File 
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注 : 


1. [|]+ [変換 ] で 強制 的 に カタ カナ に 変換 で きる の は 、 ひ ら が な を 入力 し た 後 、 一 
度 も キー を 押し て いな い 場 合 だ け で す 。 


2. 国名 、 地 名 、 山 、 川 な どの 固有 名 詞 や 外来 語 、 現 代用 語 で 使用 され る カタ カナ こと 
ば は 、 キー だ け で カタ カナ に 変換 で きま す 。 


3. 次 の 文字 は カタ カナ 変換 に より 文字 も 変わ り ま す 。 
ぶ ぁ ー ヴ ァ 。 ぶ ぃ ーー ヴィ 。 ぶ ぇ えー ヴェ エ ぶ お ぉ 一 ヴォ 


- 第 1 章 日 本 語 入 力 と 変換 入門 11-9 


住所 の 入力 


住所 を 入力 する に は 、 郵 便 番 号 か ら 変 換 する 方 法 が 便利 で す 。 郵 便 番号 は 全角 の 数 字 を 
入力 し ます 。 


港 区 六本木 3- 2 一 12 〒106 


1 英 数 を 入力 する に は [ 英 数 ] キー を 押し ます ( 英 数 モー ド ) 。 
画面 最 下 段 が 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


英 数 全角  R 漢字 


2 全角 で [ 1] [0] [6] と 入力 し [変換 ] を 押し ます 。 











Top of File 
ふり が な 本 は 届い の の 導 








会 社名 日 本 アイ 
区 六 本 
Bottom of File 


ー・ 工 ム 














これ が 郵便 番号 変換 で す 。 最 新 の 郵便 番号 に 対応 し て いま すか ら 、 住 所 入力 に は 
と て も 便利 な 機能 で す 。 


3 (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 


郵便 番号 が わか ら な い 場 合 は 、 通 常 の 方 法 で 、 ひ ら が な を 変換 し て 入力 し ます 。 
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身 数 全角 の 入力 


つぎ に 全角 の 数 字 を 入力 し ます 。 同 じ モ ー ド で 全角 の アル ファ ベッ ト や 記号 も 入力 で き 
ます 。 以 下 の 例 を 入力 し ます 。 


1 [3 [| [2] [-) [1 [2 と 入 カ し 、 (改行 ) を 押し て 確定 し 
ます 。 


2 [スペ ー ス |] キー を 押し ます 。 


次 の よう に な り ま す 。 











ーーー 王 Top of File 
ふり が な に ほん あい びー えむ 





Bottom of File =ーーー 





第 1 章 日 本 語 入力 と 変換 入門 1-11 


1-12 


つぎ は 「〒」 の よう な 特殊 記号 の 入力 で す 。 特 殊 記 号 は 漢字 番号 で 入力 で きま す が ( 


2-14 ペ ー ジ の 「『 変 換 で 出 な い 漢 字 を 入力 する ー そ の 2 (番号 入力 ) 』 を 参照 ) 、〒 の 


よう に よく 使う 記号 は 「 特 殊 記 号 グ ルー プ 」 の グル ー プ 名 を 使っ て 入力 する と 簡単 で 
す 。 以 下 の 例 を 入力 し ます 。 


港 区 六本木 3-2 一 12 〒106 


1 [ひら が な | キー を 押し ます 。 
画面 最 下段 が 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


か な 全角 R 漢字 


2 「 い っ ぱん 」 と 入力 し 、[Ctr1] を 押し な が ら 、[ 無 変換 ] キー を 押し て くだ さ 
い 。 (「 い っ ぱん 」 は 〒 が 属す る グル ー プ 名 で す 。) 


画面 最 下 段 が 以下 の よう に 変わ り ま す 。 


か な 半角 R 1 8 2※ 3〒 4 幌 5Ne 6 玉 7 単 漢 候補 6/8 


3 [ 3 ] キ ー を 押し 、 (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 

















Top of File 
ふり が な ヤシ ンタ 9: 況 ve 則 
会 社名 4 の 
港 区 六本木 3- 2 一 12 rl 














Bottom 5 File 


この よう に し て 特殊 記号 を 入力 で きま す 。 そ れ ぞ れ の 特殊 記号 グル ー プ の 呼び 方 
は 2-16 ペ ー ジ の 表 2-1 を 参照 し て くだ さい 。 


和 44 [1 [0 [6] と 入 カ し .、 (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 


つ さら に [Enter] (改行 ) を 押し て カー ソル を 次 の 行 に 移動 し ます 。 











Top of Fil 

ふり が な に ほん あい びー えむ 
会 社名 アイ * ピー・ エ ュ 

港 区 六本木 3 一 1 須 ま 罰 導 














Bottom of File 
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身 数 半角 の 入力 
それ で は 最終 行 の 英 数 半角 の 入力 を し ます 。 以 下 の 例 を 入力 し ます 。 


Tel (03)3386-1111 


1 英 数 を 入力 する に は [ 英 数 ] キ ー を 押し ます 。 
画面 最 下 段 が 以下 の ひよ うに 「 か な 」 か ら 「 英 数 」 に 変わ り ま す 。 


英 数 全角  R 漢字 


2 さら に | 半角 / 全 角 | キー を 押し ます 。 
画面 最 下 段 が 以下 の よう に 「 全 角 」 か ら 「 半 角 」 変 わり ます 。 


英 数 半角 R 漢字 


3 Te] (03)3586-1111 と 入力 し ます 。 











Top of Fil 

ふり が な 「 に ほん あい びー えむ 
会 社名 日 本 アイ ・ ピ ー・ エ ム 

0 人 








区 六 本 
Tel (63)3586-1111] 自 
Bottom of File 














これ で すべ て の 入力 は 終了 で す 。 


4 を 押し ます 。 
E エ ディ ター が 終了 し 、 フ ァイル が 保存 され ます 。 


し ・ ギ > 
DOS シ ェ ル か ら 始 動 し た 場合 に は 、DOS シ ェ ル の 初期 画面 に 戻り ます 。 


基本 的 な 入力 の 操作 は 完了 で す 。 次 は 変換 で き な か っ た 文字 を 辞書 に 加え 、 人 徐々 に 変換 
精度 や 変換 効率 を 上 げ る 方 法 を 練習 し ます 。 


第 1 章 日 本 語 入力 と 変換 入門 1-13 


池 泊 機能 と 学習 の 保存 
学習 機能 と は 変換 で 出現 する 候補 の 順番 を 入れ 替え 、 使 用 頻度 の 高い も の を 候補 の 先頭 
に する 機能 で す 。 こ れ に よっ て よく 使う こと ば は 最初 の 候補 に 現れ る た め 、 効 率 の よい 


変換 が で きま す 。 
DOS の 連 文 節 変 換 プ ログ ラム で は 、 初 期 設定 で 学習 機能 を 使用 する よう に な っ て いま 
す 。 以 下 の 単語 を 例 に 学習 機能 を 使い 、 そ の 学習 を 保存 し ます 。 


互換 性 


E エ ディ ター を 使っ て 入力 する こと も 、 ま た コマ ンド 行か ら 試 すす と も で きま す 。 


1 + 半角 / 全 角 ] ⑤ キー を 押し ます 。 


画面 下部 に 「 漢 字 」 と 表示 され ます 。 


か な 半角  R 漢字 


2 「 ご か ん せい 」 と 入力 し 、[ 変 換 ] を 押し ます 。 


ロー マ 字 入力 [g] Lo| [k] La] m] m) sj (gl 曲 
か な 入力 に 」 [ 」 (か) ん] せ ) 候 





文 の 区 切り が 間違っ て いる (「 ご か ん 」 と 「 せ い 」 に 区 切ら れる は ず が 、「 ご 」 
と 「 か ん せい 」 に 区 切ら れ て し まっ た ) の で 、 こ れ を 正しく 学習 させ ます 。 


3 [|+ [一 ] で 、「 ご 」 へ 反転 を 移動 し ます 。 


4 [ 無 変換 ] を 押し ます 。 
すべ て が ひら が な に 戻り ます 。 こ こ で | 無 変換 ] を 押す こと は 重要 で す 。 [Esc| 
で も 見 か け は 変わ り ま せん が 、 後 で 説明 する 「 学 習 」 を 有効 に する に は 
[ 無 変換 ] を 使い ます 。 


ご か ん せい 時 





( き ) 5576-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C。『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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S [ つ ] を 2 回 押し て 「 ご か ん 」 を 反転 させ ます 。 


0 さら に [変換 ] を 押し ます 。 





正しく 変換 され まし た 。 


7 (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 
これ で 学習 し まし た 。 学 習 し た こと を 保存 する に は 漢字 モー ド か ら 抜 ける 必要 が 
あり ます 。 


S + [半角 / 全 角 ] キー を 押し ます 。 
画面 下部 か ら 「 漢 字 」 の 表示 が 消え ます 。 


英 数 半角 R 


これ で 学習 が 保存 され ます 。 学 習 を 保存 し た い 場 合 は 、 こ の よう に 「 漢 字 モ ー ド 
を 抜け る 」 と いう 作業 を 「 学 習 の 保存 」 と 考え て 行う と 、 漢 字 モ ー ド の 終了 を 忘 
れ て 、 電 源 を 切っ て し まっ た 場合 に も 対応 で きま す 。 


参考 


学習 や 単語 登録 は すべ て $USRDICT.DCT と $FZKMKJL.JDCT と いう 2 つの 
ファ イル に 登録 され ます 。 学 習 機能 や 辞書 登録 を 頻繁 に お 使い の 場合 に は 、 





これ ら の 辞書 を 定期 的 に バッ クア ッ プ を 取る こと を お すす めし ます 。 


( き ) SS76-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C。『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 


第 1 章 日 本 語 入力 と 変換 入門 1-1S 


早 語 登録 の 方 法 
辞 書 を 更新 する も う ひ と つの 方 法 は 単語 登録 で す 。 これ は 、 学 習 で は 対処 で き な い こと 
ば や 固有 名 詞 な ど を 登録 する の に 使用 で きま す 。 登録 で きる の は 全角 文字 だ け で す 。 以 
下 の 例 で 単語 意 録 を 行い ます 。 


DOS グ V 


1 [ctr1] +[A1t] + [半角 / 全 角 ] ゆ キー を 押し ます 。 


画面 下部 が 次 の よう に 変わ り ま す 。 


か な 半角 R か な 制御 設定 単語 登録 


「 設 定 」 が 反転 し て いま す 。 
2 [一 で カー ソル を 「 単 語 登録 」 に 移動 し 、 (改行 ) を 押し ます 。 


単語 登録 語句 [ 
読み [ 


か な 半角 R 漢字 





づ 先ほど 練習 し た 方 法 で 英 数 全角 で 「DOS ン V」 を 入力 し 、[ 1 ] で 次 の 行 に 
「 ど す ぶ が い 」 と ひら が な モー ド に し て 入力 し て くだ さい 。 


単語 登録 語句 [DOS プ V > 
読み [どす ぶ い ] 


か な 半角 R 漢字 





4 (改行 ) を 押す と 単語 が 登録 され ます 。 


つ 登録 を 確認 する た め 、 ひ ら が な モー ド か ら 「 ど す ぶ い 」 と 入力 し て [変換 を 押 
し て くだ さい 。 


Dos ノ vV 


き ) 576-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C 『 キ ー ポ ボー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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英 数 全角 の 文字 に 変換 され ます 。 こ の よう に 登録 し て お く と 、 英 数 モー ド に 切り 
換え せ ず に 変換 で きる の で 効率 的 で す 。 
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第 2 章 目的 別 の 日 本 語 入力 方 法 


こ の 章 で は 連 文節 変換 プロ グラ ム の さま ざま な 機能 を 、 目 的 別に 分 類 し て 解説 し ます 。 
自分 の 入力 に 最適 の 方 法 を 選ん で くだ さい 。 な お 、 こ の 章 で 使用 する キー が 2-19 ペ ー 
ジ の 表 に まとめ て あり ます 。 





短く 確実 に 文章 を 入力 する (文節 変換 ) 


文節 で 区 切り な が ら [変換 ] を 押し て 、 確 実に 変換 し な が ら 入 力 する 方 法 で す 。 第 1 章 
で 紹介 し た の も この 方 法 で す 。 


例 


ここ で は 次 の 例文 を 文節 変換 で 入力 し ます 。 





第 1 章 で 練習 し た よう に 、 入 力 を 始め る 前 に 漢字 モー ド で か な 入力 状態 か も し く は ロー 
マ 字 入力 状態 に し て くだ さい 。 


1 「 こ ども の 」 と 入力 し [変換 ] を 押し ます 。 





2 「 ひ と み は 」 と 入力 し を 2 回 押し ます 。 





一 度目 で 変換 で き な か っ た の は 「 ひ と み 」 と いう ひら が な の 名 前 が 辞書 に 登録 さ 
れ て いる た めで す 。 


3 「 い つも きら きら 」 と 入力 し を 押し ます 。 


子供 の 瞳 は いつ も きら きら 自 





変換 し な いひ ら が な は 、[ 無 変換 ] を 押す と 、 そ の まま 入力 され ます 。 


@⑥ Copyright IBM Corp. 1994 2-1 


無 変 換 キ ー に つい て 


助詞 ・ 助 動詞 や 送り が な な ど 、 文 字 列 の な か に は その まま ひら が な で 表示 し 
た いも の が あり ます 。 こ の 場合 に 使う の が | 無 変換 ] キー で す 。[ 無 変換 ] キ 





ー を 押す と 、 そ の まま ひら が な で 表示 され ます 。 


衝 「 か が や いて いる 」 と 入力 し [変換 ] を 押し ます 。 


子供 の 瞳 は いつ も きら きら 輝い て いる 自 





つ 最後 に [Enter] (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 
この 方 法 は 、 確 実に 確認 し な が ら 入 力 で きる と いう 利点 が あり ます 。 
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息継ぎ の 感覚 で 文章 を 入力 する ( 連 文 節 変 換 ) 


例 


連 文 節 変換 プロ グラ ム の 本 来 の 機能 で す 。 息 継ぎ を する よう な タイ ミン グ で 、 た と えば 
次 の よう に 変換 キー を 押し ます 。 


こん し ゅ うま つ に [変換 | 
か ぞ く そ ろ っ て えい が に いき ます 。 [変換 | 


この 方 法 は 一 度 に た くさ ん 入力 で きる 反面 、 必 ず し も 自分 が 考え て いる 通り に 文章 が 変 
換 さ れ な い 場 合 も あり ます 。 そ の 場合 は 文節 の 切り 直し と いう 作業 が 必要 で す (2-8 ペ 


ー ジ 参照 ) 。 
次 の 変換 候補 を 表示 する (変換 
[| + | 変換) 


前 の 変換 候補 を 表示 する 


次 の 例 を 使っ て 、 連 文節 変換 を 練習 し ます 。 


兄 夫 婦 に 赤ちゃん が 生ま れ ま し た 


1 「 あ に ふう ふ に あ か ちゃ ん が うま れ ま し た 」 と 入力 し 、[ 変換 ] を 押し て くだ さ 
い 。 輝度 反転 部 分 の 読み が 漢字 に 変換 され ます 。 










兄 夫婦 に 赤ちゃん が 生ま れ ま し た 





最後 の 文節 「 生 まれ まし た 」 が 輝度 反転 で 表示 され て いま す 。 [ー] 、[ 一 キー 
を 押し て 輝度 反転 部 分 の 動き を 確か め て みて くだ さい 。 文節 単位 で 輝度 が 反転 す 
る こと が 分 か り ま す 。 輝度 反転 し て いる 部 分 が 、 か な 漢字 変換 の 対象 と な り ま 
す 。 変換 後 も 下線 (カラ ー 表 示 の 場合 は 青色 文字 ) が 残っ て いる 間 は 再 変換 が 可 
能 で す 。 

2 [確定] 


(改行 ) を 押し て くだ さい 。 変 換 が 確定 し ます 。 


兄 夫婦 に 赤ちゃん が 生ま れ ま し た 
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同音 異義 語 が 表示 され た 場合 


例 


2-4 


文節 の 区 切り は 正しい が 誤 変 換 さ れ た 例 を 試し ます 。 





次 の 文節 に カー ソル を 移動 する 








前 の 文節 に カー ソル を 移動 する 







先頭 の 文節 に カー ソル を 移動 する 


名 所 回 
ーー + | + 
li 
』 思 四 






最後 の 文節 に カー ソル を 移動 する 





ふう 
ュ ョ 
十 
回 


次 の 例 を 入力 し ます 。 


理生 


1 「 け ん と うち が い 」 と 入力 し て 、[ 変 換 ] キー を 押し て くだ さい 。 


検討 違い 





「 見 当 」 と 変換 し た か っ た の に 「 検 討 ]】 に な っ て いま す 。 


2 [文節 移動] 
+[ 一 ] キー を 押し て 、1 文 節 前 を 輝度 反転 し て くだ さい 。 





3 [ 再 変換 ] 
[変換 ] キー を 数 回 押し 、 希 望 の 漢字 を 表示 し て くだ さい 。 





[変換 ] キー を 押し 過ぎ て し まっ た 場合 は 、[ ゃ ] +[ 変 換 ] キ ー を 押す と 、1 つ 前 
の 候補 に 戻り ます 。 [変換 ] キー を 何 度 か 押す と 、 全 候補 が 表示 され ます (2-10 


ペー ジ 参 照 ) 。 


4 最後 に [Enter] (改行 ) を 押し て 確定 し ます 。 
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いっ た ん 変換 し た 文節 を 読み に 戻す 
漢字 に し た く な い 部 分 まで 漢字 に 変換 され て し まっ た 場合 、 ま た は 、 文 節 の 区 切り 方 が 
間違っ て いた 場合 に は 、 い っ た ん 変換 し た 文節 を も と の 読み に 戻し ます 。 た だ し 、 確 定 
し て し まっ た 文節 は 戻す こと は で きま せん 。 


全体 を 読み に 戻す 変換 直後 に カー ソル を 動か さ ず に 
無 変換 
特定 の 文節 以降 を 読み に 戻す 節 を 輝度 反転 し て か ら 


特定 の 文節 だ け を 読み に 戻す を 輝度 反転 し て か ら 
+| 無 変換 








な 





な 
民 






全体 を 読み に 戻す 
変換 直後 に カー ソル を 移動 せ ず に | 無 変 換 ] キー を 押す と 、 全 体 が 読み に 戻り ます 。 


例 
1 「 ぶ ん せつ を よみ に も どす 」 と 入力 し 、[ 変換 ] キー を 押し て くだ さい 。 





2 [全体 を 読み に 戻す ] 
その まま キー を 押し て くだ さい 。 


が ん せつ を よみ に も どす 





変換 し た 部 分 が すべ て 元 の か な 文字 列 に 戻り ます 。 
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特定 の 朗 か ら 最 後 ま で 読み に 戻す 
ある 文節 を 輝度 反転 し キー を 押す と 、 そ の 文節 か ら 右 の 部 分 が すべ て 読み に 


戻り ます 。 


例 
1 「 ぶ ん せつ を よみ に も どす 」 と 入力 し 、[ 変 換 ] キー を 押し て くだ さい 。 


文節 を 読み に 戻す 


2 [文節 間 移 動 ] 
+ [] キー を 押し て 1 文節 前 を 輝度 反転 し て くだ さい 。 


文節 を 読み に 戻す 





3 [特定 の 文節 以降 を 読み に 戻す ] 
キー を 押し て くだ さい 。 


文 侵 を よみ に も どす 


指定 し た 文節 か ら 右 の 部 分 が すべ て 読み に 戻り ます 。 


注 : 読み を 入れ て [変換 ] キ ー を 押し た 直後 に | 無 変換 ] キー を 押し た 場合 は 、 
文節 全体 が 読み に 戻り ます (2-?5 ペ ー ジ の 「『 全 体 を 読み に 戻す 』 を 参 


照 ) 。 
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特定 の 文節 だ け を 読み に 戻す 
ある 文節 を 輝度 反転 し キー を 押す と 、 そ の 文節 以降 が すべ て 読み に 戻り ま 
す 。 こ れ に 対し て 、 文 節 読 み キ ー ([A1t] +[ 無 変換 ]) を 押す と 、 そ の 文節 だ けが 読 


み に 戻 り ま す 。 


例 
1 「 ぶ ん せつ を よみ に も どす 」 と 入力 し 、[ 変 換 ] キー を 押し て くだ さい 。 


文節 を 読み に 戻す 





2 [文節 間 移動 ] 
+ [一 ] キー を 押し て 1 文節 前 を 輝度 反転 し て くだ さい 。 





3 [文節 読み ] 
文節 読み キー([A1t| + ) を 押し て くだ さい 。 


文節 を よみ に 戻す 


指定 し た 文 飾 だ けが 読み に 戻り ます 。 ま た 、 こ の 状態 で 文節 読み キー([A1t」 


+ [ 無 変換 ]) を 押す と 、 次 の 文節 「 も どす 」 も 読み に 戻り ます 。 こ の よう に 文節 
読み キー を 押し 続け る と 、 次 々 に 後 の 文 節 が 読み に 戻り ます 。 
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文節 を 切り 直す 


例 


2-8 


文節 や 複合 語 の 区 切り が 誤っ て 変換 され た た め に 、 思 わ ぬ 変換 が 行わ れ て し まう こと が 
あり ます 。 こ の よう な 場合 は 、 ま すず す 対 象 と な る 文節 以降 を 読み に 戻し て か ら 文 節 を 切り 
直し 、 再 変換 する 必要 が あり ます 。 こ の 文節 切り 直し で は 、 第 1 章 で 練習 し た 学習 機能 
が 働き ます の で 、 あ る 程度 の 長期 に わた っ て 使う と 辞書 が 自分 用 に 拡張 され 、 変 換 精度 
が 向上 する と いう 利点 が あり ます 。 


次 の 例文 で 試し ます 。 


区 切り 違い は 気 に な り ま す 。 


1 「 く ぎり ち が い は き に な り ま す 」 と 入力 し 、[ 変 換 ] を 押し て くだ さい 。 





「 は 気 に な り ま す 」 と 変換 し た か っ た の に 、「 破 棄 に な り ま す 」 に な っ て いま 
記 


2 [特定 文節 を 読み に 戻す ] 
+ キー を 1 回 押し て くだ さい 。 


区 切り 違い は き に な り ま す 





3 [ 無 変換 ] 
「 は 」 は その まま で よい の で 、 キー を 1 回 押し て くだ さい 。 
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4 [文節 切り 直し ] 
[ つ ] キー を 5 回 押し て 「 き に な り ます 」 を 交 度 反転 し 、[ 変 換 ] キ ー で 「 気 に な 
り ま す 」 に 変換 し て くだ さい 。 [変換 ] キー を 押し て も 希望 の 候補 が 表示 され な 
い 場 合 に は 、 全 候補 を 表示 し (2-10 ペ ー ジ ) そこ か ら 選 択 し ます 。 





区 切り 違い は 気 に な り ま すず 





自動 文節 切り 直し 
連 文節 変換 中 に 文節 の 切り 直し を 行い 、 前 の 文節 を 変換 する と 、 自 動 的 に 後 の 文節 
も 変換 され ます 。 初 期 設 定 で は この 自動 文節 切り 直し が 有効 に な っ て いま す 。 以下 


の 文章 を 例 に 説明 し ます 。 
ここ で は きも の を ぬい で くだ さい 
[変換 」 
ここ で 履物 を 脱い で 下さ い (文節 の 切り 誤り ) 
[ 無 変換 ] 
ここ で は きも の を ぬい で くだ さい 
[一 ] を 3 回 (文節 の 切り 直し ) 
ここ で は きも の を ぬい で くだ さい 
[変換 」 
ここ で は 着物 を 脱い で 下さ い 


「 こ こ で は 」 を 変換 し た こと に より 、 後 の 部 分 も 自動 的 に 変換 され まし た 。 
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画面 か ら 候補 を 選択 し て 入力 する ( 全 候 補 ) 


例 


2-10) 


[変換 ] キー を 押し な が ら 希 望 の 漢字 を 探す か わり に 、 あ る だ け の 同音 異義 語 を 一 度 に 
表示 し ( 全 候補 の 表示 ) 、 そ こ か ら 選 ぶ こ と も で きま す 。 読 み を 入力 し て 一 度 [変換 | 


キー を 押し た 後 、 +[ 変換] キー を 押し て くだ さい 。 画 面 の 最 下 行 に 全 候補 が 表 
示さ れ ま す 。 


か な 半角 R1 貫 社 2 記 者 3 帰社 4 汽車 5 喜 捨 文節 候補 9/5 


注 : 「 文 節 候補 0/75」 と ある の は 文節 変換 用 の 候補 が 全部 で ? つ あり 、 す べ て が 表示 
され て いる (残り の 候補 は 0 で ある ) こと を 示し ます 。 


「 文 節 変換 」 用 の 候補 と 「 単 漢 変換 」 用 の 候補 の 両方 が 存在 する 場合 に は 、「 文 節 変 
換 」 用 か ら 先 に 表示 され 、 続 いて 「 単 漢 変換 」 用 候補 が 表示 され ます 。 


全 候 補 の 表示 で は 次 の キー を 使い ます 。 






全 候補 を 表示 する [変換 | の 後 、 + [変換 | 


前 に 表示 され た 候補 和 群 を 再 表示 する 6 
次 の 候補 群 を 表示 する 


















1 「 ま 」 を 入力 し て 、[ 変 換 ] キー を 押し て くだ さい 。 
「 間 」 に な り ま す 。 


2 [ 全 候補 ] 
+ 変換] キー を 押し て くだ さい 。 
次 の よう に 、 ま ず 文 節 候補 が 表示 され ます 。 


か な 半角 R1 間 2 真 3 魔 4 目 文節 候補 9/4 


注 : 「 文 節 候補 0/4」 の 「0」 は 、 こ れ 以 上 文節 候補 が な いこ と を 意味 し て い 
ます 。 


う [ 全 候補 の 次 候補 ] 
[Page Down] キー を 押し て くだ さい 。 


次 の よう に 、 単 漢 候補 が 表示 され ます 。 
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か な 半角 R1 待 2 増 3 負 4 交 5 巻 6 麻 7 摩 8 舞 9 先 単 漢 候補 20/29 


注 : 「 単 漢 候補 20/29」 の 「29」 は 、 単 漢 候補 が 全部 で 29 個 ある こと を 意味 し 
て いま す 。 ま た 、「20」 は 単 漢 候補 が あと 20 個 ある こと を 意味 し て いま 
す 。 


44 [ 全 候補 の 前 候補 ] 


[Page Up] キー を 押し て くだ さい 。 
次 の よう に 、 前 に 表示 され た 文節 候補 が 再 表示 され ます 。 


か な 半角 R1 間 2 真 3 魔 4 目 文節 候補 9/4 


自動 全 候補 機能 


[変換 ] キー を 特定 の 回 数 だ け 押 す と 、 自 動 的 に 全 候補 が 表示 され ます 。 初 期 設 定 
で は 4 回 に な っ て いま す 。 


下記 の よう に [変換 ] キー を 4 回 押す と 、 自 動 的 に 全 候補 が 出現 し ます 。 
「 き 」 と 入力 する 。 
[変換 ] (1 回 目 ) 


| [ 庫 (ZI 
記 


[変換 ] (3 回 目 ) 


[変換 ] (4 回 目 ) 


か な 半角 R1 気 2 記 3 着 4 木 5 期 6 機 7 紀 8 規 9 既 文節 候補 14/23 


キー で 前 候補 が 、 キー で 次 候補 が 表示 で きま す 。 
[Esc] キー で 解除 で きま す 。 


第 2 章 目的 別 の 日 本 語 入 力 方 法 2-11 





変換 で 出 な い 漢 字 を 入力 する その 1 ( 単 漢 変換 ) 
文節 を 切り 直し て 、 い ざ 変 換 し よう と し て も 希望 の 漢字 が 表示 され ず 全 候補 を 見 て も な 
い 場合 が あり ます 。 こ れ は 、 変 換 し よう と する 語句 が 辞書 に な いか ら で す 。 し か し 辞書 
の 中 に 語句 と し て は 存在 し な く て も 、 た いて い の 場 合 は 1 文字 の 漢字 と し て は 存在 し て 
いま す 。 


読み は ほとん ど が 音読 み で 登録 され て いま す 。 


全 候 補 の 表示 で は 次 の キー を 使用 し ます 。 


単 漢 侯 補 を 表示 する Ct 
単 漢 候補 を 消去 する 


前 に 表示 され た 候補 和 群 を 再 表示 する Page Up 
次 の 候補 群 を 表示 する 







rl +【 無 変換 















| 





例 1 
た と えば 「 澤 」 と いう 字 の 読み は 、「 さ わ (訓読 み ) 」 で は な く 「 た く (音読 み ) 」 で 
登録 され て いま す 。 そ の た め 「 澤 」 と いう 字 を 出す に は 次 の よう な 操作 が 必要 で す 。 
1 [読み の 入力 ] 
「 た べく] と た 入 力 し て ぐだ さり W。 
2 [上 単 漢 変換 ] 
+ | 無 変換 ] キー を 押し て くだ さい 。 
読み に 対応 する 漢字 の 全 候補 が 表示 され ます 。 
3 [候補 の 選択 ] 
候補 の 中 か ら 「 澤 」 を 探し 、 番 号 で 選択 し ます 。 
例 2 


次 は 旧 字 体 の 「 団 」 を 入力 する 例 で す 。 


1 「 く < くに の きゅう じたい は くに で す 」 と 入力 し 、[ 変 換 ] キー を 押し て くだ さい 。 





と 変換 され ます 。 


2 [文節 を 読み に 戻す ] 
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+ | 無 変換 ] キー を 押し て 、 最 後 の 文節 「 国 で す 」 の 部 分 を 読み に 戻し て 
だ さい 。 


ノ \ 


3 [読み の 決定 ] 
[ つ ] キー を 1 回 押し て 、「 く に 」 を 光 度 反転 させ て くだ さい 。 


4 [ 単 漢 変換 ] 
+ [ 無 変換 ] キー を 押し て 、 単 漢 侯 補 を 表示 し て くだ さい 。 
く [候補 の 選択 ] 


候補 の 中 か ら 「 較 」 を 選び 、 そ の 番号 を 入力 し て くだ さい 。 





必 江 9 ます 。 


第 2 章 目的 別 の 日 本 語 入力 方 法 2-13 


変換 で 出 な い 漢字 を 入力 する ーー そ の 2 (番号 入力 ) 


単 漢 変換 で も 変換 で き な い 場合 に は 、 JIS 区 点 ま た は IBM 漢字 番号 を 使っ て 番号 入力 を 
し て くだ さい 。 番号 は 、『 漢 字 コ ー ド 一 覧 表 』 を 参照 し て くだ さい 。 


注 : JIS 区 点 と IBM 漢字 番号 の どちら で 入力 する か は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て いま す 
(デフ ォ ル ト 値 は JIS 区 点 ) 。 設 定 値 を 変更 する 方 法 に つい て は 、 第 3 章 、 『 か な 
漢字 変換 オプ ショ ン の 設定 』 を 参照 し て くだ さい 。 


番号 入力 で は 、 次 の キー を 使用 し ます 。 


番号 人 人力 モー ド に 入る 
番号 入力 モー ド か ら 抜 ける 


「 肝 を か む 」 と 入力 し た い の で す が - 「 肝 (ほぞ ) 」 と いう 漢字 は 単 漢 変換 で も 変換 で き 
ませ ん 。 そ れ で この 場合 は 、 次 の よう に し ます 。 






例 


1 [漢字 コー ド を 調べ る ] 


入力 する 文字 (ここ で は 「 膳 」) の 番号 を 『 漢 字 コ ー ド 一 覧 表 』 で 調べ て くだ さ 
い 。 


「 膳 」 の 番号 は 、JIS 区 点 の 場合 は 「7133」、 漢 字 番号 の 場合 は 「8652」 で す 。 


2 [番号 入力 モー ド に 入る ] 
光 子 モー ド に お いて (通常 モー ド か ら で も 番号 入力 モー ド に 入る こと が で きま 


す ) + [ 英 数 ] キー を 押し て くだ さい 。 


3 [番号 入力 ] 
表示 され る プロ ンプ ト に 従っ て 番号 を 入力 し て くだ さい 。 


+ (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
「 肝 」 が 表示 され ます 。 


つ [番号 入力 モー ド を 抜け る ] 
[Esc] キー を 押し て くだ さい 。 


0 続い て 「 を か む 」 と 入力 し て 、 文 章 を 完成 させ て くだ さい 。 


(まき ) 5576-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C。 『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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郵便 番号 で 住所 入力 を する (郵便 番号 辞書 ) 


郵便 番号 辞書 が 標準 で 組み 込ま れ て いる の で 、3 桁 また は 5 桁 の 全角 の 数 字 を 入力 し て 
変換 する と 、 そ の 数 字 と 対応 する 郵便 番号 が ある 場合 に 、 そ の 地名 を 表示 し ます 。 


た と えば 「1 0 6」 を 変換 する と 「 港 区 六本木 」 に な り ま す 。 





漢 数 字 を 簡単 に 入力 する ( 漢 数 字 変 換 ) 
全角 の 数 字 も 変換 の 対象 な の で 、 算 用 数 字 か ら 漢 数 字 へ の 変換 が で きま す 。 小 数 点 や カ 
ンマ を 含め る こと が で きま す 。 





注 ・ 郵便 番号 辞書 (2-15 ペ ー ジ 参照 ) が 標準 で 組み 込ま れ て いる の で 、3 桁 また は 5 桁 
の 全角 の 数 字 を 入れ る と 、 そ の 数 字 と 対応 する 郵便 番号 が ある 場合 、 そ の 地名 を 
先 に 表示 し ます 。 
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記号 を 入力 する (特殊 記号 入力 ) 
次 の 表 の 通り 、 読 み が 登 録 さ れ て いる 記号 の 場合 は 漢字 コー ド 表 で 番号 を 調べ な く て 


も 、 そ の 登録 グル ー プ 名 を 読み と し て 、 + | 無 変換 を 使っ て 単 漢 変換 で 入力 で 
きま す 。 


末 2-7. 匂 釣 良三 の 腰 必 

読み 入力 で きる 記号 
あく せん と 
いっ ぱん (きごう ) | 8 ※〒…・… 幌 )Ne 写 





えん ざん (きごう ) RS 質 詳 生 デメ 一 = 

か っ こ (きごう ) し 〕 〈(〉》 《%》 【】 

ぎり し ゃ (も じ ) V お 了 の 90 E と 力 の 9 し 入 尽 ソ Eo 學 OO て u の ゆめ の 
A BT AEZ 有 HO@O IKAMN ご OIIP》 和 エイ の 文 OoO 


人 あ @ 人 4 大 み 金 画 マ や 

こん ざい (きごう ) | ト 上 エ オー 上 エゴ 二 十 

し ろ (きごう ) 〇 A ム ⑨ 交 の 口 マ 

すう が く (きごう ) | エー ご 92 マ 財 ぐる や アア oe) 
た ん い (きこ て う )  。。 と evA 役 

と くし ゅ (きごう ) 「 ヶ 全 公告 中 二 斗 上 bb ゆ † す は WO 
ふと せん (きごう ) | 一 | ヒエ コ ゴ ヒト 上 トー エゴ 十 士 

ふる いか た か な 


くろ (きこ とう) 


「 「 
「 


Oo 


上 


中 了 ヽ マカ ヵ カゲ グッ ワ 

ふる いひ ら が な わ の ゐ 多 > ゝ ゞ 

ほそ せん (きごう ) | 一 | F エ ココ ヒト 上 ト エ オオ 土 
や じ る し 

ろ お ま (すう げじ) 


っ ー と 1 J」 ラ 飼 


相 WV V VM Vi VI 人 
吊 IVV VIVIYVMHIX 叉 


= 
〇 ① 円 ビ 


| と 8 
り | 切 
介 | 尻 g 
MI | ちら 
「] | 届 ぉ 
U| 品 e 
ご | は 
つ | 過 
| の 〇 の 
く 1 
て | 尽 守 
山 | 只 デ 只 
ご 
に < 
EE 測 
〇 oO 
は 
で ご 
C う ぐ ) 
+r ゴ コ 
で ご 
O 写 
2 ぐ pd 


ろ し あ (も じ ) 


IdmmpshEi 
LILHIIIIBBI 


ろ ん り (きごう ) 
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変換 で き な い こと ば を 登録 する (単語 登録 ) 
シス テム 辞書 (SIBMBASE.DCT) に な い 語 句 、 頻 繁 に 使用 する 用 語 な ど は 個人 別 辞 書 
($USRDICT.DCT) に 登録 し て お く と 便利 で す 。 登録 する 語句 に も より ます が 、 約 
4.S00 語 を 登録 で きま す 。 変換 し た 単語 を その 場 で 登録 する に は 、 「 か な 漢字 制御 メニ 
ュー」 で 「 単 語 登録 」 を 選択 し ます 。 


注 : 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー を 使っ て も や 単語 登録 が で きま す (4-8 ペ ー ジ の 『 個 
人 別 辞書 を 管理 する 』 を 参照 ) 。 連 続 し て 多数 の 語句 を 登録 する 場合 は 、 個 人 別 
辞書 ユー ティ リティ ー を 使用 する 方 が 便利 で す 。 


DOS/V を お 使い の 場合 
1 + + [半角 / 全 角 ] ⑤ キー で か な 漢字 制御 メニ ュー を 表示 し ( 漢 


字 モ ー ド か ら で も 通常 モー ド か ら で も 呼び 出せ ます ) 、「 上 単語 登録 」 を 選択 し て 
くだ さい 。 次 の よう に 表示 され ます 。 


単語 登録 語句 [ 
読み [ 


か な 半角  R 漢字 





2 「 語 句 」 欄 に 登録 する 語句 (全角 文字 の み ) を 入力 し て くだ さい 。 ひ ら が な 、 カ 
タカ ナ 、 漢 字 、 数 字 な ど 全 角 文 字 で あれ ば 自由 に 登録 で きま す 。 
語句 を 入力 し た ら | ! | キー を 押し て 「 読 み 」 棚 に 移り 、 登 録 する 読み を 入力 し 
て くだ さい 。 読み は 全角 ひら が な で な けれ ば な り ま せん 。 読 み を 入力 し 終え た ら 
(改行 ) を 押し て くだ さい 。 


癌 録 で きる 語句 ・・・20 文 字 以 内 の 全角 文字 


谷 録 で きる 読み ・・・10 字 以内 の ひら が な 
登録 し た 語句 を 使用 する に は 、 登 録 し た 読み を 入力 し て [変換 ] キー を 押し ま 
生 。 

Windows を お 使い の 場合 


1 + [Alt] + [半角 / 全 角 ] ⑨ キー で 「IAS イ ンタ ー フ ェ ー ス か かな漢字 制 
御 メニ ュー」 を 表示 し 、「 コ マン ド (C)」 の 「 単 語 登 録 (W)」 を 選ん で くだ さ 
3。 


2 『DOS/V を お 使い の 場合 』 と 同じ 方 法 で 登録 し て くだ さい 。 
詳し く は Windows** の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


(きま ) SS76-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 。 『 キ ー ボ ポー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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注 : Windows の DOS プ ロン プ ト 上 で 単語 登録 を 行う 場合 は 、『DOS/V を お 使 
い の 場 合 』 と 同じ 方 法 で で きま す 。 


繰り 返し 同じ 文 草 を 入力 する (リト リー ブ プ 機 能 


前 に 入力 し た 読み を 、 + | 変換 ] キー を 押す こと に よっ て 呼び 出す こと が で きる 機 
能 で す 。 同 じ 文 字 を 何 度 も 入力 する と き や 、 似 か よっ た 文章 を 入力 する と き に 便利 で 


す 。 


1 「 り と り 一 ぶ は べ ん り で す 。」 と 入力 し て 、[ 変 換 ] を 押し て くだ さい 。 


リト リー プ は 便利 で す 』 





2 [確定 ] 
(改行 ) を 押し て くだ さい 。 変 換 が 確定 し ます 。 


り リトリーブ は 便利 で す 。 


3 [リト リー ブ ] 
+ [変換 ] キー を 押し て くだ さい 。 前 回 の 読み が 再び 出現 し ます 。 


リト リー ブ は 便利 で す 。 め まめ 王 が は べり で す 。 





取り 戻し た り 回 復 す る こと を リト リー プ と 言い ます 。 
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' 
添 

※ 

芋 
導き 
+ | 章 | 4 
ド キ 
浴 | 


変換 / 無 変換 (一 2-3 ペ ー ジ ) 次 の 変換 候補 を 表示 する 
前 の 変換 候補 を 表示 する 
変換 対象 文節 の 選択 次 の 文節 に カー ソル を 移動 する + [一] 
(カー ソル の 移動 ) 
(42- ル ペー る 9 前 の 文節 に カー ソル を 移動 する + [| 
先頭 の 文節 に カー ソル を 移動 する + 





最後 の 文節 に カー ソル を 移動 する 


確定 (一 1-5 ペ ー ジ ) 確定 する 
読み に 戻す (一 2-$5 ペ ー ジ ) 全体 を 読み に 戻す 変換 直後 に 


3 
づつ て 年 
て 十 つ 
① na 
cr 
圭 
訓 回 








特定 の 文節 以降 を 読み に 戻す 文節 を 輝度 反転 し て 
特定 の 文節 だ け を 読み に 戻す 文節 を 輝度 反転 し て 
+ [ 無 変換 


B 
コト 
2 

国 加 


文節 の 切り 直し (一 2-8 ペ ー ジ ) 文節 を 切り 直す 読み に 戻し た 後 


全 候 補 の 表示 (一 2-10 ペ ー ジ ) 全 候 補 を 表示 する * 換 | の 後 、|A1t 
全 候 補 を 消去 する 


8 
E 


age Up| [Page Down 


【t 


前 / 次 の 候補 群 を 表示 する 
単 漢 候補 を 表示 する 
単 漢 候補 を 消去 する 


単 漢 候補 の 表示 (一 2-12 ペ ー ジ ) 


前 / 次 の 候補 群 を 表示 する age Up| , 


番号 入力 モー ド に 入る 


番号 入力 (一 2-14 ペ ー ジ ) 


ーー 
十 
導 


番号 入力 モー ド か ら 抜 ける 


郵便 番号 辞書 (一 2-15 ペ ー ジ ) 郵便 番号 に よる 住所 入力 
漢 数 字 変換 (一 2-15 ペ ー ジ ) 算 用 数 字 か ら 漢 数 字 へ の 変換 
録 グ ルー プ 名 を 入力 し て か ら 、 


特殊 記号 入力 (一 2-16 ペ ー ジ ) 特殊 記号 を 入力 する 
Ctr1 | +| 無 変換 


単語 登録 (2-17 ペ ー ジ ) か な 漢字 制御 メニ ュー の 表示 Ctr + | 半角 / 全 角 
リト リー プ ( つ 2-18 ペ ー ジ ) 前 の 読み の 表示 確定 後 、 [人 |+ [変換 | 


注 :・ 本 書 で は 、5376-A01 型 キー ボー ド を 使っ て 説明 し て いま す 。 こ われ 以 外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 
録 C 『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て くだ さい 。 
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第 3 章 か な 漢字 変換 オプ ショ ン の 設定 


初心 者 の 方 へ 
初心 者 の 方 で で 、 オプ ショ ン の 設定 に つい て 意味 が よく 判ら な い 場 合 に は 、 こ の 章 を 
スキ ッ プ し て 次 章 へ 進ん で くだ さい 。 通常 は 、 あら か じ め 標 準 の オプ ショ ン が 自動 
設定 され て いる の で 、 そ の まま ご 使用 くだ さい 。 


オプ ブ プション で 設定 で きる も の 
連 文 節 変換 プロ グラ ム で は 、 次 の オプ ショ ン の 設定 を 変更 で きま す 。 


* 変換 位置 (スポ ッ ト 変 換 ・ 定 位置 変換 ) 

* 定位 置 変換 時 の 確定 方 法 (文字 ・ 改 行 キー) 
* 変換 方 法 (自動 ・ 先 読 ・ 一 括 ・ 複 合 ・ 文 節 ) 
* 番号 入力 (JIS・IBM) 

* 学習 保存 (あり ・ な し ) 

* RAM 辞 書 の 利用 

* 辞書 プロ ファ イル の 指定 

* 自動 全 候補 回 数 指定 

* 自動 文節 切り 直し (する ・ し な い ) 

* 個人 別 辞書 の ドラ イブ 、 パ ス 指 定 


各 オ プシ ョ ン は 、SETUPMKK と いう カス タマ イズ ・ プ ログ ラム 、 ま た は 「 か な 漢字 
制御 メニ ュー」 を 使っ て 設定 、 変 更 で きま す 。 設 定 方 法 は 、3-?3 ペ ー ジ の 『 オ プシ ョ ン 
の 変更 』 で 説明 し ます 。 


各 オ プシ ョ ン の 説明 
変換 位置 
スポ ボッ ト 変 換 カー ソル の ある 位置 に 文字 が 入力 され ます 。 た だ し 、 グ ゲ グラフィック ・ モ 
ー ド で は 使用 で きま せん 。 
注 : グラ フィ ッ ク ・ モ ー ド で の スポ ッ ト 変 換 を 可能 に する に は 、 次 の 
手順 で 行い ます 。 
.。 SETUPV コ マン ド を 起動 する 。 


] 

2. 「 入 力 」 を 選択 する 。 

3. 「 ス ポッ ト 変 換 (グラ フィ ッ ク 時 ) 」 を 「 オ ン 」 に する 。 
(設定 終了 ) キー を 押し て 変更 を 保存 する 。 

$ ぅ . シス テム を 再 始 動 する 。 


定位 置 変換 画面 最 下行 に 文字 が 入力 され 、 定 位置 確定 で 選択 し た 確定 方 法 に よっ て 
確定 する と 、 カ ー ソ ル 位 置 に 戻り ます 。 


ぐ ⑥ Copyright IBM Corp. 1994 3-1 


定位 置 変換 時 の 確定 方 法 (定位 置 確定 ) 


文字 ある 文字 列 を 変換 し 、 続 いて 次 の 文字 を 入力 する と 、 カ ー ソ ル 位 置 に 文 
字 が 戻っ て 確定 し ます 。 (改行 ) を 押し て も 同様 に 確定 され ま 
了 。 

改行 キー (改行 ) を 押す こと に よっ て の み 確 定 し ます 。 


変換 方 法 
自動 変換 " ひら が な 以外 の 文字 ( 英 数 字 、 句 読点 な ど ) が 入力 され た 時 点 で 自動 的 
に 変換 が 行わ れる モー ド で す 。 
先 読 変換 ” 連 文 節 変換 の 一 般 的 な モー ド で す 。 文 字 列 は 、 入 力 さ れる ご と に 連 文 節 
変換 プロ グラ ム に 渡さ れ 、[ 変換 ] キー を 押し た 時 点 で 変換 が 行わ れ ま 
す 。 


ー 括 変換 連 文 節 変換 の 一 般 的 な モー ド で す 。 [変換 ] キー を 押し た 時 点 で 、 そ れ ま 
で に 入力 され た 文字 が 一 挙 に 連 文節 変換 プロ グラ ム に 渡さ れ 、 変 換 が 行 


われ ます 。 

複合 語 変換 入力 され る 文章 を 自立 語 の 組合 せ で ある 基 含 協 と みな し て 変換 する モー 
ド の 。 
例 : まち だ し 


復 合 語 変換 を 選択 し た 場合 : 町 田 市 
通常 の 連 文 節 変換 で は : 町 だ し 


文節 変換 文節 変換 と 同じ 処理 モー ド で す 。 文節 ご と に キー を 押す こと が 必 
要 で す 。 


注 * アプ リケーション ・ プ ログ ラム (適用 業務 プロ グラ ム ) に よっ て は 、 変 換 方 法 が 
選択 で きず 、 連 文節 一 括 変換 に 固定 され て いる も の が あり ます 。 (4-1 ペ ー ジ の 
『 ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム と の 関係 』) 


琴 3-/. 肥 葵 方 送 を ぶ を だめ の が プン ム 


入力 する 文章 に ひら が な 以外 の 文字 が 多い 場合 に は 自動 変換 
タイ ピン グ を キー ボー ド を 見 ず に 素早 く 行え て 、 キー を 比較 
復 合 語 変換 
(文章 の 途中 に 「 て ・ に ・ を ・ は 」 を 入れ る 必要 が な いと き ) 
多く 消費 し ます 。 ノ ー ト ブッ ク PC な ど で バ ッ テ リ ー を 長持ち させ た い 方 は 、 ぜ ひ ー 括 変換 を 


タイ ピン グ の 速 さ が 普通 で 、 比 較 的 長い 文字 列 を 入力 し た 後に 
的 頻繁 に 押す 場合 に は 
使用 し て くだ さい 。 































キー を 押す 場合 に は 
名 筐 や 住所 録 の 作成 な ど 複 合 語 を 入力 する 場合 に は 
注 : 自動 変換 と 先 読 変換 は 、 キ ー・ イ ン の た びに ディ スク に アク セス し ます の で 、 電 力 を 
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学 百 保存 


RAM 辞 書 


JIS 区 点 区 点 番号 の 入力 を する 場合 に 次 の プロ ンプ ト が 表示 され ます 。 
JIS 区 点 = デー ッ 

IBM 漢字 番号 。 漢字 番号 の 入力 を する 場合 に 次 の プロ ンプ ト が 表示 され ます 。 
漠 字 番号 ==> 


注 : IBM 漢字 番号 は 、 日 本 語 3270PC じ また は 日 本 語 5250PC を 導入 し た 場合 に PC 側 と 
ホス ト 側 の 両方 で 使用 で きま す 。 


ある 読み に 対し て か な 漢字 変換 を 実行 する と 、 そ の と き 選 択 し た 候補 が 次 の 変換 時 に は 
最初 の 候補 と な り ま す (これ を 「 学 習 」 と いい ます ) 。 「 学 習 保存 」 を 「 あ り 」 に 指定 
する と 、 学 習 内 容 は 、 漢 字 モ ー ド か ら 抜 ける 際 に 辞書 に 登録 され 、 い っ た ん 電源 を 切っ 
て も その 内 容 は 失わ れ ま せん 。 


注 : 漢字 モー ド か ら 抜 け な い で 電源 を 切る と 、「 学 習 保存 」 を 「 あ り 」 に 指定 し て い 
て も 、 学 習 内 容 は 辞書 に 登録 され ませ ん 。 学習 内 容 を 登録 し た い 場 合 に は 、 必 ず 
+ | 半角 / 全 角 | ③ キー を 押し て 漢字 モー ド か ら 抜 けた 後 で 電源 を 切っ て 
くだ さい 。 


_ RAM 辞 書 を 利用 する と 変換 速度 が 早く な り ま す 。RAM 辞 書 を 利用 する 場合 に は 付録 


B, 『RAM 辞 書 を 利用 する 』 を 参照 し て くだ さい 。 


辞書 プロ ファ イル 名 の 指定 


シス テム 辞書 を 指定 し て お く プ ロフ ァイル 名 を 指定 で きま す 。 詳細 は 4-29 ペ ー ジ の 
『 辞 書 に つい て 』 を 参照 し て くだ さい 。 


自動 全 候補 回 数 指定 


キー を 数 回 押す こと に より 、 自 動 的 に 全 候補 を 表示 させ た い 場 合 、 そ の 回 数 を 
指定 する こと が で きま す 。 


0 を 指定 する と 全 候 補 キ ー ([A1t| +[ 変 換 ] ) を 押し た と きのみ 全 候補 を 表示 し ます 。 
詳細 は 2-11 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


自動 文節 切り 直し (する ・ し な い ) 


文節 の 切り 直し を 行い 、 前 の 文節 を 変換 する と 自動 的 に 後 の 文節 も 変換 する 「 自 動 文節 
切り 直し 」 を する ・ し な い を 指定 し ます 。 詳細 は 2-9 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


( ま ) 5576-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 C 『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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個人 別 辞 書 の ドラ イブ 、 パ ス 指 定 
個人 別 辞書 の ドラ イブ 、 パ ス を 指定 し ます 。 詳 細 は 4-31 ペ ー ジ の 『 個 人 別 辞書 
($USRDICT.DCT) 』 を 参照 し て くだ さい 。 
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オプ ショ ン の 変更 
連 文 節 変換 プロ グラ ム に は 前 述 し た オプ ショ ン が 用 意 さ れ て いま す の で 必要 に 応じ て オ 
プシ ョ ン を 変更 し て くだ さい 。 
オプ ショ ン の 設定 方 法 に は 次 の 2 種類 が あり ます 。 
e 電源 を 切っ た あと 、 次 に 立ち 上 げた と きか ら 有 効 に な る 。 


_> CONFIG.SYS の INSTALL=C :\DOS\IBMMKKV . EXE 以 下 の パ ラメ ー タ ー を 書き 替 
える 。 書 き 替 え に は カス タマ イズ 用 の ユー ティ リティ ー 「SETUPMKK」 を お 
使い くだ さい 。 


。 電源 を 切る まで の 間 だ け 有 効 。 次 に 立ち 上 げた と き は 無効 に な る 。 


ー* +[A1t| + | 半角 / 全 角 | @ キー を 押し て 、 表 示さ れる 制御 パネ ル で 
変更 する 。 


次 回 始動 時 に 有効 に な る 設定 
本 バー ジョ ン で は 、 カ スタ マイ ズ ・ プ ログ ラム を 使っ て 希望 する 項目 を 選択 する こと に 
より 、 プ ログ ラム が が 自動 的 に CONEIG.SYS フ ァイル を 更新 し ます 。 自 分 で エディ ター 
な ど で CONFIG.SYS を 書き 替え る 場合 は 、4-2 ペ ー ジ の 『 オ プシ ョ ン の 詳細 』 を 参照 し 
て くだ さい 。 


設定 手順 


1] 和 旬 源 を ON に し て くだ さい 。 し ば らく する と DOS シ ェ ル また は コマ ンド ・ プ ロン 
プ ト が 表示 され ます 。 


2 DOS シ ェ ル の 画面 が 表示 され て いる 場合 、[F3] キー を 押し て くだ さい 。 


3 画面 の 左上 に C:\> が 表示 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


4 C:\> の 後に 下記 の よう に タイ プ し 、 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


C:\>setupmkk 


く 「CONFIG.SYS の ドラ イブ 指定 」 画 面 が 表示 され ます 。 


( き ) SS76-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 。 『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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CONFIG.SYS の ドラ イブ 指定 


処 
更 


理 の 中 で CONFIG.SYS を 更新 し ます 。 
新 す る CONFIG.SYS の ある ドラ イブ を 指定 し て くだ さい 。 


[C] \ 


Enter( 改 行 ) : 次 へ 


CONFIG.SYS が ある ドラ イブ を 指定 し て くだ さい 。 





0 『 連 文節 変換 の オプ ショ ン 設 定 』 画 面 が 表示 され ます 。 


連 文 節 変換 の オプ ショ ン 設 定 







各 項 人 も し く は キー 入力 し て くだ さい 。 

(パス 名 の 最長 入力 文字 数 【 3 半角 字 で 64 区 学 以内 で す -・ ) 

変換 位置 : ン スポ ッ ト 定位 置 

採 二村 栓 定 : ジ 文字 改行 キー 

人 モー ド  : 自動 > 先 読 一 括 合 文節 

学 番号 入力 :> JIS 区 点 I BM 漢 字 番号 

学習 保存 :> あり 

人 人 : 使用 する > 使用 し な い 

自動 全 候 0 2 7 
指定 回 数 

自動 文節 :> あり な し 
切り 直 

辞書 プロ ファ イル 名 「[C:\DOS\MULTDICT.PRO 革 

個人 別 辞 書名 C:\$USRDICT.DCT か 






前 
設 


た は ーー キー PF3 : 設定 中 止 面 


一 ま 
ーー または} キー Enter( 改 





sc : 前 画 
行 ) : 設定 





この 画面 で 希望 する 項目 (オプ ショ ン ) を 選択 し 設定 し ます 。 


注 : 「 辞 書 プ ロフ ァイル 名 」、「 個 人 別 辞書 名 」 は 半角 文字 で 入力 し て くだ さ 
い 。 パ ス 名 の 最長 入力 文字 数 は 半角 文字 で 64 文 字 ま で で す 。 


/ 設定 後 は 、 画 面 の 指示 に し た が っ て 、 操 作 を 進め て くだ さい 。 


電源 切断 まで 有効 、 次 回 始動 時 は 無効 に な る 設定 


「 連 文節 変換 の オプ ショ ン 設 定 」 メニュー を 使っ て 、 ま た は CONFIG.SYS フ ァイル を 


書 


き 替 えて 、 設 定 し た 各種 オプ ショ ン の うち 次 の 項目 に つい て は 、「 か な 漢字 制御 メニ 


ュー」 の 「 設 定 」 を 使っ て 、 電 源 を 切る まで の 間 、 一 時 的 に 変更 する こと が で きま す 。 


変換 位置 (スポ ッ ト 変 換 ・ 定 位置 変換 ) 
定位 置 確定 (文字 ・ 改 行 キ ー) 

変換 方 法 (自動 ・ 先 読 ・ 一 括 ・ 複 合 ・ 文 節 ) 
番号 入力 (JIS・IBM) 

学習 保存 (あり ・ な し ) 
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設定 手順 


1 + [Alt] +[ 半 角 / 全 角 ] ⑤ キー を 押し て くだ さい 。 画面 の 下部 に 「 か な 
漢字 制御 メニ ュー」 が 表示 され ます 。 


か な 半角 か な 漢字 制御 設定 単語 登録 


選択 され て いる も の は 輝度 反転 し て いま す 。 輝度 反 転 は [ 二 ] また は [一 キー で 
移動 し ます 。 


注 : 「 単 語 登録 」 を 選択 する と 、 頻 繁 に 使用 する 語句 に 読み を つけ て 登録 する 
こと が で きま す 。 (2-17 ペ ー ジ の 『 変 換 で き な い こと ば を 登録 する (単語 
登録 ) 』 を 参照 ) 


2 [一 | また は [一] キー で 「 設 定 」 を 輝度 反転 させ 、 (改行 ) 押し て くだ 
さい 。 
最初 の 選択 項目 が 表示 され ます 。 


か な 半角 変換 位置 スポ ッ ト 定位 置 


EE 


選択 項目 選択 肢 
・ 選択 肢 を 選ぶ に は 、[ 一 ] また は [一] キー を 使い ます 。 
。 次 の 選択 項目 に 移る に は [ }! | キー、 前 の 選択 項目 に 移る に は [ 1 | キー を 使 


いま す 。 
必要 に 応じ て 3-1 ペ ー ジ の 『 各 オプ ショ ン の 説明 』 を 参照 し 、 設 定 を 変更 し て く 
だ さい 。 


注 : 日 本 語 3270PC ま た は 日 本 語 2250PC が ロー ド さ れ て いな いと き に は 、「 番 
号 入力 」 を 「JIS 区 点 」 か ら 「 漢 字 番号 」 に 変更 する こと は で きま せん 。 


3 設定 が 終了 し た ら [Enter| (改行 ) を 押し て くだ さい 。 [Esc] キー を 押す と それ 
まで の 設定 内 容 は 失わ れ 、 か な 漢字 制御 メニ ュー に 戻り ます 。 


注 : か な 漢字 制御 メニ ュー に お ける 操作 の 方 法 に つい て は 、3-8 ペ ー ジ の 『 か 
な 漢字 制御 メニ ュー の 流れ 図 』 に まとめ て あり ます の で 参照 し て くだ さ 
い 。 





人 
面 ま た は CONFIG.SYS フ ァイル で 設定 し た 機能 で 始動 し ます 。 


( き ) $376-A01 型 以外 の キー ボー ド を お 使い の 方 は 、 付 録 . 『 キ ー ボ ー ド と キー の 割り 当て 』 を 参照 し て 読み 替え て くだ さい 。 
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か な 漢字 制御 メニ ュー の 流れ 図 





漢字 モー ド 
[Esc] キ ー [Alt]+[Ctr1]+[ 半 角 / 全 角 ] キ ー ( 注 ) 
| 設定 で [Enter] キー 
[1] キー 









L ょ スポ ツ トー* 定 位置 一 >] 
に て * 


定位 置 確認 | > 文字 > 改行 キー 


番号 入力 | >JIsS 区 点 一 漢字 番号 一 =」 
に  * パ (# パ | 
[1 


ii 


し キー 





トー と 自動 一 * 先 読 -* 一 括 一 * 複 合 一 * 文 節 一 =] 
に ーー ーー ーー ーー aii 


( 注 ) : A0 1 型 キ ー ボ ー ド 以外 を お 使い の 場合 は 、 付 録 C を 参照 し て キー を 読み 替え て くだ さい 。 
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ーー 
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アプ リケーション ・ プ ログ ラム と の 関係 


本 書 で は 、 連 文節 変換 を 直接 DOS の も と で 使用 し た 場合 に つい て 解説 し て いま す 。 ア 
プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム 上 で 用 いた 場合 に は 、 ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム の 種 
類 ( に よっ て 、 連 文節 変換 が 直接 用 いら れる 場合 と アプ リケーション ・ プロ グラ ム を 介し 
て 用 いら れる 場合 が あり ます 。 


連 文節 変換 を 直接 利用 する 場合 


- 軍 文 町 アプ リケーション 


この 場合 の 例 は パー ソナ ル ・ エ ディ ター、77z77/227、 な ど で 、 連 文節 変換 の 機能 を 直 
接 利用 で きま す 。 た だ し 、 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 変換 位置 が 固定 され て いる 場合 
が あり ます 。 









アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 介する 場合 





この 場合 の 例 は 、 の OS 文書 プロ グラ ム で 連 文 節 変換 の 機能 を 間接 的 に 利用 する の で 操 
作 が 多少 異な り ま す 。 


また CONEFIG.SYS フ ァイル で の オプ ショ ン 指 定 は 一 部 無効 に な る こと が あり ます 。 ア 


プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム 固有 の 操作 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の マニ ュ ア ル を 参照 し て 
くだ さい 。 


@⑥ Copyright IBM Corp. 1994 4-1 





オブ ショ ン の 詳細 


CONFIG.SYS フ ァイル 中 で の 指定 


連 文 節 変換 を 使用 する に は 、CONFIG.SYS フ ァイル で 連 文 節 変換 を 指定 する こと が 必 
要 で す 。 同時 に 、 連 文節 変換 の 機能 を パラ メー ター で 設定 し ます 。 パ ラメ ー タ ー の 設定 
お よび 変更 は カス タマ イズ ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー「SETUPMKK」 を 使っ て も 、 直 接 
CONFIG.SYS を 編集 し て も か まい ませ ん 。 フ ァイル を 直接 編集 する た め に は 、E エ デ 
ィ タ ー な ご どの ファ イル 編集 プロ グラ ム を 使用 し て くだ さい 。 


1 DOS/V の 導入 で 「 連 文節 変換 プロ グラ ム の 導入 」 を 選択 し た 場合 に は 、DOS/V 
の 導入 プロ グラ ム が 下記 の ステ ー ト メン ト を CONFIG.SYS に 書き 込み ます 。 


INSTALL=< ド ライ ブ >< パ ス 名 >IBMMKKV.EXE < オプ ショ ン > 
例 : 


INSTALL=C:\DOS\IBMMKKV.EXE /M=S /L /J=90 /S=C:\DOS\MULTDICT.PRO /U=C:\$USRDICT.DCT 


注 : 
1. 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 使用 する に は 、CONFIG.SYS フ ァイル を 書き 直し た 後 、 
1 度 電 源 を 切っ て DOS を 再 始動 し て くだ さい 。 


2. 以降 の 例 で は IBMMKKV.EXE、MULTDICT.PRO が C:\DOS、$USRDICT.DCT 
が C\ に ある も の と 仮定 し て いま す 。 


オプ ショ ン の パラ メー ター 
オプ ショ ン と し て 使用 する パラ メー ター は 次 の 通り で す 。 パ ラメ ー タ ー を 指定 し な いと 
省略 時 の 設定 値 が 使わ れ ま す 。 導 入 時 の あら か じ め 設 定 さ れ て いる 値 の 欄 で "-" と な っ 
て いる も の は パラ メー ター が 指定 され な いこ と を 示し ます 。 
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パラ メー ター 才 交 時 の 欄 馬 あら か じ め 設定 され て いる 値 


5 定位 置 変換 の 選択 スポ ッ ト 変 換 - (スポ ッ ト 変 換 ) 


/K 定位 置 変換 時 の 確定 を 文字 確定 
改行 キー と する 








自動 変換 の 使用 連 文 節 先 読 変換 /M=S ( 連 文 節 先 読 変換 ) 
複合 語 変換 の 使用 

連 文 節 先 読 変換 の 使用 

連 文 節 一 括 変換 の 使用 

単 文節 変換 の 使用 






/! - (JIS 区 点 ) 


IBM 漢字 番号 の 使用 JIS 区 点 


| 較 学習 保存 あり 学習 保存 な し - (学習 保存 あり ) 


- (利用 し な い ) 


ww 


| 用 し な い (2) 


R RAM 辞 書 を 利用 利用 し な い ( 注 2) 


/S=fn 辞書 プロ ファ イル 名 fj C:\IBMBASE.DCT 
の 指定 を 使用 ( 注 1, 2) 

/ リ =fm 個人 別 辞 書 の ドラ イ C:\SUSRDICT.DCT | /U=C:\$SUSRDICT.DCT 
プ 、 パ ス 指 定 を 使用 ( 注 1, 2) 

/Z=0 ン 7 自動 全 候補 の 回 数 指定 自動 全 候補 な し /Z=4 

(1 を 除く ) 

/C 自動 文節 切り 直し 機能 使用 し な い 
を 使用 する 


/J=78.83.90 JIS 区 点 番 号 セ ッ ト を 指 90 年 度 版 セッ ト /J=90 
定 する ( 注 3) 


/S=C:\DOS\MULTDICT.PRO 


例 : 


INSTALL=C:\DOS\IBMMKKV.EXE /M=1 /L /S=C:\DOS\MULTDICT.PRO /Z=5 /C 


注 : 
1. 4-29 ペ ー ジ の 『 辞 書 に つい て 』 を 参照 し て くだ さい 。 
2. 以下 の オプ ショ ン は 同時 に 設定 する こと は で きま せん 。 
es RAM 辞書 (/R) と 辞書 プロ ファ イル (=fn)、 個人 別 辞 書 (/U=fn) 


も し こ れ ら の オプ ショ ン を 指定 し た 場合 、 基 本 的 に は 先 に 書か れ た オプ ショ ン が 有 
効 と な り ま す が 、 そ の 順番 に よっ て は 次 の 表 の よう に 解釈 され ます 。 


ラッ 
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キオ 













/ り ・/R・/ 


/ り ・/S・/R 





オプ ショ ン の 順番 解釈 


> 昌 EEEEEHRRIE 












3. 78 年 度 版 、83 年 度 版 、90 年 度 版 の 違い は 次 の 表 の 通り で す 。 


茎 人 772. 78、83、9 の 0 存 旋 導 77S 反 記 
医 三 革 


漢字 78 年 版 83 年 版 90 年 版 


葉 7302 2841 2841 


交 2684] 7302 7302 
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尊 7 72). 78、83、90 箱 訟 族 77S 反 人 
落 ぢ 著 


漢字 78 年 版 83 年 版 90 年 版 
8055 py 949/ 


















必 






選 


う 197 6055 605 ゝ 

















7645 3308 3308 









3308 7645 7645 


位 4854 4389 4389 



















ー デ 
























人 4389 4854 4854 


素 7 22). 78、83、90 衝 度 族 77S 反 度 
夢 三 球 


漢字 78 年 版 83 年 版 90 年 版 
7314 4489 4489 








に 






映 


4489 7314 7314 










6838 4722 4722 









昌 


4722 6838 6838 












喘 


6S401 2238 2238 









rc 


2238 5401 6401 











河 


6402 4374 4374 










和 


4374 8402 8402 









了 


6403 4558 4558 






了 





4558 8403 6S403 









交 


6S404 6486 6486 









B 


6486 8404 8404 






11528 0272 0272 












11321 0244 0244 








11650 11650 2523 








2523 と 11650 





EE 6370 6370 8406 
漂 - 。 8405 
EE - 6370 
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4-S 


DOS 上 で の か な 漢字 変換 ファ イル 関連 図 


辞書 、USRENT.EXE、USERDICT.EXE、 か な 漢字 変換 プロ グラ ム の 関連 図 


1 $SYS1Zxx .FNT 3 IBMMKKV.EXE 


フォ ント を 収め る 


2 $IAESKK.SYS 






4 MULTDICT.PRO 
7 $IBMBASE .DCT 8 $FZKMKJL.DCT 
IBMZIPCZ.DCT 


$IBMCNNC.DCT 


5 $SYS1DIC.FNT 6 $USRDICT.DCT 


読み 
常 理 する 
収め る 


9 USRFNT.EXE 10 USERDICT.EXE 


イア の ディ スケ ッ ト に 


注 : 図 中 の .SYS と .EXE は プロ グラ ム を 、 そ れ 以 外 は デー タ ・ フ ァイル を 表し て いま 


ma 
1 SSYS1Zxx.FNT( フ ォ ン ト ・ フ ァイル ) は 、 ユ ー ザ ー・ フ ォ ン ト で す 。 


Z SIAESKK.SYS(DOS/V 用 単 漢 変換 プロ グラ ム ) は 、5 $SYS1DIC.FNT( 単 漢 変換 


本 書 ) を 用 いて 単 漢 変換 を 行い ます 。 


3 1BMMKKV.EXE(DOS/V 用 連 文 節 変換 プロ グラ ム ) は 、7 $IBMBASE.DCT ( ベ 


ー ス 辞書 ) と IBMZIPC2.DCT( 郵 便 番号 辞書 )、SIBMCNNC.DCT( 国 名 コー ド 辞 
書 ) な どの シス テム 辞書 、8 SFZKMKJL.DCT( 付 属 語学 習 辞 書 ) お よび 6 
$USRDICT.DCT( 個 人 別 辞書 ) を 用 いて 連 文 節 変 換 を し ます 。 


人 4 。 マル チ 辞 書 用 プロ ファ イル は 、7 の 中 の どの 辞書 を 使用 する か / 使 用 し な いか を 指 
定 す る た め に 用 いま す 。MULTDICT.PRO は 7 の 中 の 辞書 すべ て を 使用 する 状態 


なつ で せい ます 。 
9 USRKRFNT.EXE( ユ ー ザ ー・ フ ォ ン ト ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー) は 、 自 分 で フォ ント を 


作成 する と き に 用 いる も の で 、 作 成 し た フォ ント は 1 に 、 そ の フォ ント に 付け た 


読み は 5 に 収め ます 。 
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USERDICT.EXE( 個 人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー) は 、 個 人 別 辞書 を 管理 する た め 
に 用 いま す 。 ま た 、 「 単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞 書 の 組合 せ 」 の 機能 を 用 いる と 3 
で 作成 し 5 に 収め た 読み を 拾っ て 6 に 付け 加え る こと が で きま す 。 


USERDICT.EXE は 3 の 機能 を 利用 し て 動作 し ます の で 、3 が な い 場 合 は 起動 し ま 
せん 。 
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個人 別 辞 書 を 管理 する 


個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー (USERDICT.EXE) は 、 連 文節 変換 プロ グラ ム が 使用 し て 
いる 個人 別 辞書 を 管理 する ユー ティ リティ ー で す 。 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー は 連 文 
節 変換 プロ グラ ム の 機能 を 利用 し て 動作 し ます の で 、 連 文節 変換 プロ グラ ム が 導入 され 
て いな いと 起動 し ませ ん 。 


次 の よう な こと を 行う こと が で きま す 。 


ユー ザー が よく 使用 する 語句 を 個人 別 辞書 に 登録 し た り 、 登 録 し た 読み や 語句 を 削 
除 し ます 。 


AS 


ー 難し い 人 名 、 地 名 、 専 門 用 語 な ど を 登録 する 。 
ー よく 使う 文章 、 た と えば 自分 の 住所 を [じゅ うし ょ ] な どの 読み で 登録 する 。 


2 つの 個人 別 辞 書 を 組み 合せ て 、 使 用 目的 に 応じ た 個人 別 辞書 を 作成 する こと が で 
きま す 。 


単 漢 変換 辞書 (ユー ザー の 定義 し た 語句 が 含ま れ て いる $SYS1DIC.FNT フ ァ イ 
ル ) と 個人 別 辞書 を 組み 合せ る こと が で きま す 。 ($IAESKK.SYS が 参照 し て いた 
辞書 と 個人 別 辞 書 を 組み 合わ せる こと が で きま す ) 。 


個人 別 辞 書 を 印刷 する こと が で きま す 。 


個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー の 機能 は 次 の と お り で す 。 


1。 


個人 別 辞 書 の 内 容 を 更新 する (4-10 ペ ー ジ ) 


2. 個人 別 辞書 に 追加 する (4-13 ペ ー ジ ) 


3。 


個人 別 辞書 を 印刷 する (4-14 ペ ー ジ ) 


4. 辞書 を 組み 合わ せる (4-17 ペ ー ジ ) 


0 


個人 別 辞書 を 回 復 す る (4-23 ペ ー ジ ) 
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個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー を 始動 する 
個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー は 、 個 人 別 辞書 を 管理 する DOS の 実行 プロ グラ ム で す 。 
DOS プ ロン プ ト に 対し て 、USERDICT と タイ プ し て 始動 し ます 。 


DOS プ ロン プ ト が 出 て いる 状態 で 、 


USERDICT 


と タイ プ し て (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


次 の 初期 画面 が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー 


更 新 
追 加 


組合 せ 


(番号 ) 入力 後 , Enter( 改 行 ) キ ー。 





個人 別 辞書 ユ ー テ ィ リ ティ ー を 終了 する 
個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で | 6 | キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 「 終 了 」 
を 選択 する と 、 個 人 別 辞書 ユー ティ リティ ー が 終了 し ます 。 
1 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー で の 作業 を 終了 し 、 初 期 メ ニュ ー 画 面 に 戻っ て くだ 
きい M。 
それ ぞ れ の 作業 か ら 初期 メニ ュー に 戻る に は [F3] キー を 押し て くだ さい 。 


2 初期 メニ ュー で [ 6 ] キー を 押し た 後 [Enter| (改行 ) を 押し て 、「 終 了 」 を 選択 
し て だ さり 1 
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個人 別 辞 書 の 内 容 を 更新 する 


力 


4-10 


個人 別 辞 書 に 登録 され て いる 「 読 み 」 や 「 語 名 」 の 変更 や 削除 を し ます 。 


個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 1 | キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押す と 、 個 人 別 
辞書 の 更新 メニ ュー が 表示 され ます 。 


個人 別 辞 書 の 更新 
[か ぐ や ひめ ] か ぐ や 姫 


せ て Enter( 改 行 キー 
せ て Delete( 削 除 ) キ 
nter( 改 行 ) キ ー 





一 度 に 表示 で きる 更新 の 対象 と な る 読み と 語句 の 範囲 は 、 上 図 に 示す と お り 4 行 目 か ら 
15 行 目 ま で の 12 行 で す 。 カ ー ソ ル を 移動 させ る と 該当 行 の 表示 範囲 外 に ある 部 分 を 表 
示さ せる こと が で きま す 。 


ー ソ ル の 移動 


[一 ] キー と [ つ キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 「 読 み 」 ま た は 「 語 句 」 の 先頭 に 水平 方 向 
に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が 画面 の 最 右 端 ま た は 最 左 端 に ある 場合 は 、 水 平方 向 に スク ロ 
ー ル し ます 。 


+ [一 ] キ ー と [A1t] + [一 ] キー を 押す と カー ソル は 、 画 面 の 最 右端 また は 最 左端 
の 「 読 み 」 ま た は 「 語 句 」 の 先頭 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が 画面 の 最 右端 また は 最 左 端 
に ある 場合 は 、 水 平方 向 に スク ロー ル し ます 。 


[| 1 | キー と [ ! ] キー を 押す と カー ソル は 、 垂 直方 向 に 行 単 位 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル 
が 画面 の 最上 行 、 最 下行 に ある 場合 は 、1 行 分 スク ロー ル し ます 。 


+ [一] キー と [A1t] +[ つ ] キ ー を 押す と カー ソル は 、 画 面 の 最上 行 、 最 下行 に 垂 
直方 向 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が 画面 の 最上 行 、 最 下行 に ある 場合 は 、 そ れ ぞ われ 前 ペー 
ジ 、 次 ペー ジ に 画面 が 変わ り ま す 。 
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更新 し た い 語句 の 読み を 探す 
更新 し た い 語 句 の 読み が 最初 か ら 画面 に 表示 され て いる と は 限り ませ ん 。 登 録 し て いる 
語句 が 多く 、 カ ー ソ ル ・ キ ー だ け で 語句 を 探す の が 大 変 な 場合 、 読 み の サ ー チ 機能 を 指 
定 し ます 。 


] 個人 別 辞 書 の 初期 メニ ュー で [ 1 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
[個人 別 辞書 の 更新 」 画 面 を 表示 させ て くだ さい 。 


必 キー を 押し て くだ さい 。 
3 プロ ンプ ト 行 か ら 探 し た い 「 読 み 」 を 入力 し て くだ さい 。 


+ (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


読み 「 か ぐ や ひめ 」 を 探す 時 は 、 次 の よう に し ます 。 


例 
1 [F9] キ ー を 押し て くだ さい 。 


2 画面 の 下 の 方 に 

(読み ) 入力 後 、Enter( 改 行 ) キ ー。 

と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、「 か ぐ や ひめ 」 と 入力 し て くだ さい 。 
3 か ぐ や ひめ の 部 分 が 輝度 反転 し ます 。 


登録 され て いる 語句 の 内 容 を 変更 する 
すでに 登録 され て いる 語句 を 変更 し ます 。 


1 個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [| 1 | キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
「 個 人 別 辞書 の 更新 」 画 面 を 表示 させ て くだ さい 。 


2 表示 領域 に 変更 の 対象 と な る 「 読 み 」 また は 「 語 句 」 を 表示 し て くだ さい 。 
。 カー ソル また は サー チ 和 機能 で 変更 の 対象 を 表示 領域 に 表示 し て くだ さい 。 


3 表示 領域 に 変更 の 対象 と な る 「 読 み 」 また は 「 語 句 」 が 輝度 反転 する よう カー ソ 
ル で 指示 レ し て くだ さい 。 


。 カー ソル は [一 ] 、[ っ ]、[ 1 」、[ し キー で 希望 する 位置 に 移動 し ます 。 
(改行 ) を 押し て 、 プ ロン プ ト 行 に 「 読 み 」 ま た は 「 語 句 」 を 移動 し ま 
す 。 


4 プロ ンプ ト 行 に 表示 され る 「 読 み 」 また は 「 語 句 」 を 変更 し て くだ さい 。 
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*。 タイ プ で きる 「 読 み 」 は 、10 文 字 以 内 の 全角 の ひら が な で す 。 
* タイ プ で きる 「 語 名 )」 は 、20 文 字 以内 の 全角 文字 で す 。 


・ カー ソル の 移動 お よび タイ プ を 間違え た 場合 、[ 一 ] 、[ つ | 、 
[Back Space] キー を 使用 し て くだ さい 。 


・ タイ プ を 中 止 し て 個人 別 辞書 の 更新 メニ ュー に 戻る 場合 、[Esc | キー を 押し 
ます 。 


9 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
号 録 され て いる 語句 を 削除 する 
「 個 人 別 辞 書 の 更新 」 画面 で は 、 登 録 さ れ て いる 「 語 旬 」 の 一 部 ある い は すべ て を 削除 
する こと が で きま す 。 「 読 み 」 を 削除 する と 、 そ の 「 読 み 」 で 登録 され て いる 「 語 句 」 


も すべ て 削除 され ます 。 登 録 さ れ て いる 「 語 名 を すべ て 削除 する と 、 対 応 す る 「 読 
み 」 も 削除 され ます 。 


1 個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 1 ] キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
「 個 人 別 辞書 の 更新 」 画 面 を 表示 させ て くだ さい 。 


2 表示 領域 に 削除 の 対象 と な る 「 読 み 」 ま た は 「 語 句 」 を 表示 し て くだ さい 。 
。 カー ソル また は サー チ 機 能 で 変更 の 対象 を 表示 領域 に 表示 し ます 。 
。 カー ソル は [一 | 、[ つ ]、[ 1 ]、[ ! ] キー で 希望 する 位置 に 移動 し ます 。 


③ [Delete] キー を 押し て くだ さい 。 
人 削除 する 場合 は [Enter] (改行 )、 中 止 する 場合 は [Esc] キー を 押し て くだ さい 。 
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個人 別 辞書 に 追加 する 
シス テム 辞書 に な い 読み や 、 よ く 使 用 する 語句 (文章 ) を 希望 の 読み で 辞書 に 登録 し ま 
す 。 


個人 別 辞 書 の 初期 メニ ュー で [ 2 |] キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 「 追 加 」 
を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 の 追加 


輸 合 : ト ] 


終 了 =PF3 キ ー 
(読み ) 及 び ( 語 句 ) 入力 後 , Enter( 改 行 ) キ ー 





] 個人 別 辞 書 の 初期 メニ ュー で [ 2 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
「 個 人 別 辞書 の 追加 」 画面 を 表示 させ て くだ さい 。 


の (読み ) 及び (語句 ) 入力 後 、Enter (改行 ) キー」 の メッ セー ジ が 表示 され 


た ら 、 辞 書 に 登録 する 「 読 み 」 と 「 語 句 」 を ひら が な で 入力 し て くだ さい 。 
。 「 読 み 」 は 10 文 字 以内 の ひら が な で す 。 
。 「 語 句 」 は 20 文 字 以 内 の 全角 文字 で す 。 


。 入力 を 間違え た 場合 [一 ]、[ つ ] 、[1] 、[! 、【Back Space] キー で カ 
ー ソ ル を 移動 し て 書き な お し ます 。 


。 タイ プ を 中 止 し て 個人 別 辞書 の 追加 スニ ュー に 戻る 場合 、[Esc] キー を 押し 
ます 。 
3 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


注 ・ 読み に 対応 する 語句 は 、1 度 に 1 つ し か 登録 で きま せん 。1 つ の 読み に 複数 の 語句 
を 登録 する 場合 、1 つ 登録 する ご と に [Enter| (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
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個人 別 辞 書 を 印刷 する 
個人 別 辞 書 の 内 容 を 印刷 し ます 。 


個人 別 辞 書 の 初期 メニ ュー で [ 3 | キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 「 印 刷 」 
を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 の 印刷 


印刷 部 数 トコ 
用 紙 の 種類 に 


果 
上 
続 


上 部 余白 付加 も を 』 


左側 余白 付加 守っ 剖 


: 単 
: 単 
: 連 
: 有 
: 無 
: 有 
: 無 


終了 =PF 3 キー 
(設定 値 ) 入力 後 , Enter( 改 行 ) キ ー 





印刷 部 数 、 用 紙 の 種類 、 上 部 余白 付加 、 左 側 余 白 付加 を 指定 し て くだ さい 。 指 定 し な い 
場合 、 省 略 値 と し て 画面 に 表示 され て いる 値 が 設定 され ます 。 上 部 余白 付加 、 左 側 余白 
付加 に つい て は 、4-15 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


1 個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 3 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
「 個 人 別 辞書 の 印刷 」 画 面 を 表示 させ て くだ さい 。 


2 画面 に 表示 され て いる 省略 値 を 変更 する 場合 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 
・ カー ソル の 移動 する 場合 、[ 一 ]、[ つ ]、[ 1 ]、[ ! ] 、[Tab] キー を 使用 し 


て くだ さい 。 


*・ 入力 し た 値 を 取り 消す 場合 、[Esc] キー を 押し て くだ さい 。 更 に も う 一 度 
[Esc キー を 押す と 初期 メニ ュー に 戻り ます 。 


・ 入力 を 間違え た 場合 、[Esc] キー また は キー を 押し て くだ さ 
し 3。 
* 初期 メニ ュー に 戻る 場合 、[F3] キー を 押し て くだ さい 。 


う (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
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ルッツ セー シ 
。 単 票 (手動 ) を 指定 し た 場合 、1 ペ ー ジ 印刷 する ご と に 次 の メッ セー ジ を 表示 し ま 
す 。 


用 紙 を セッ ト し て 、 プ リン ター を スタ ー ト させ て くだ さい 。 


用 紙 を セッ ト し て 、 プ リン ター の スタ ー ト ・ ボ タン を 押し て くだ さい 。 
単 票 (自動 ) また は 連続 用 紙 を 指定 し た 場合 、 自 動 的 に 改 ペ ー ジ し て 印刷 し ます 。 
。 印刷 中 、 画 面 に は 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 の 印刷 中 
操作 上 の 留意 点 


印刷 中 、 次 の 操作 を する と 印刷 は 取り 消さ れ ま す 。 
・ キー ボー ド で [Esc] キー を 押す 
。 プリ ンタ ー の [取消 ) ボ タン を 押す 
・ プリ ンタ ー の 電源 スイ ッ チ を OFF に する 
上 部 余白 付加 と 左側 余白 付加 
プリ ンタ ー が 印字 する 位置 は 次 の 2 つの 要素 で 決り ます 。 
。 使用 する プリ ンタ ー と その オプ ショ ン 
。 上 部 余白 付加 と 左側 余白 付加 の 指定 


単 票 用 紙 の 場合 36 行 、 連 続 用 紙 の 場合 48 行 印刷 され ます 。 


上 部 余白 付加 と 左側 余白 付加 を 指定 する こと に より 個人 別 辞書 の 印刷 領域 が 次 の よう に 
変り ます 。 





印刷 可能 領域 
プリ ンタ ー と その 
オプ ショ ン が 決め る 位置 印刷 可能 領域 
be 8 文字 
上 人 上 付 加 。 左側 余 邊 付加 無 上 者 余 和 付 加 。 左側 余白 付加 有 
を 指定 し た 場合 を 指定 し た 場合 
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印刷 例 


個人 別 辞 書 一 覧 表 


2 
人 


日 
: 平 





印刷 が 終っ た ら 、 


個人 別 辞 書 の 印刷 が 終了 し まし た 。 


と いう メッ セー ジ が 出 ま す 。 
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辞書 を 組み 合わ せる 
2 つの 個人 別 辞書 を 組み 合わ せる か また は 上 単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞書 を 組み 合わ せ て 、 
新た に 個人 別 辞書 を 生成 し ます 。 


個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 4 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 「 組 合 
せ 」 を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 の 組合 せ 


番号 
1 個人 別 辞書 の 組合 せ 
2 単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞書 の 組合 せ 
3 初期 メニ ュー に 戻る 


(番号 ) 入 力 後 , Enter( 改 行 ) キ ー 





個人 別 辞書 を 別 の 個人 別 辞書 と 組み 合わ せ て 、 新た に 個人 別 辞書 を 生成 する 場合 、 
「1」 を 選択 し て くだ さい 。 


単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞 書 を 組み 合わ せ て 、 新 た に 個人 別 辞書 を 生成 する 場合 、「2」 
を 選択 し て くだ さい 。 こ の 機能 を 使う と ユー ザー が $SYS1DIC.FNT に 登録 し て いた 読 
み と 語句 を その まま 使え ます 。 


注 : 単 漢 変換 辞書 と は 、$SYS1DIC.FNT を 基本 と し て ユー ザー が 作成 し た 辞書 
($IAESKK.SYS を 使用 し て か な 漢字 変換 を 行う 場合 、 参 照 する 辞書 ) の こと で 
す 。 
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個人 別 辞書 の 組合 せ 
[ 1 ] キー を 押し た 後 [Enter] (改行 ) を 押し て 、「 個 人 別 辞書 の 組合 せ 」 を 選択 する 
と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 の 組合 せ 
ドラ イブ 名 ファ イル 名 
個人 別 辞書 の ファ イル 名 1  [ ] 
個人 別 辞書 の ファ イル 名 2 
生成 され る ファ イル 名 


も 
姜 
生成 し た 辞書 を て , か な 漢字 
沈 頑 メニ ュー に 所 7. DOS を 再 始 


ド 3 キー。 
設定 値 ] 入力 後 , 


Enter( 改 行 ) キ ー。 





個人 別 辞 書 の ファ イル 名 1 お よび 個人 別 辞書 の ファ イル 名 2 は 、$USERDICT.DCT を 基 
本 に 個人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー を 使用 し て 、 ユ ー ザ ー が 定義 し た 語句 が 登録 され て い 
る 辞書 の ファ イル 名 を 指し て いま す 。 


個人 別 辞書 の ファ イル 名 1、 個 人 別 辞書 の ファ イル 名 2、 生 成 さ れる ファ イル 名 は 、 ド 
ライ ブ 名 と パス 名 を 含ん だ ファ イル 名 を 指定 する こと が で きま す 。 ド ライ ブ 名 は 、A~ 
Z ま で 使用 で きま す 。 


操作 
1 個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 4 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 
「 組 合せ 」 を 選択 し ます 。 


2 個人 別 辞書 の 組合 せ メ ニュ ー で [ 1 ] キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 
「 個 人 別 辞 書 の 組合 せ 」 を 選択 し ます 。 

う ③ ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 
・ [一 キー と [っ キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 水平 方 向 に 移動 し ます 。 
・ [キー と [ ! ] キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 入力 領域 の 先頭 に 移動 し ます 。 


・ 文字 を 削除 する に は 、[Delete] キー また は [Back Space] キー を 押し て く 


だ さい 、。 


・ 入力 し た ファ イル 名 を 取り 消す 場合 、[Esc] キー を 押し て くだ さい 。 さ ら に 
も う 一 度 押す と 、 初 期 メ ニュ ー に 戻り ます 。 
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。 初期 メニ ュー に 戻る 場合 、[F3] キ ー を 押し て くだ さい 。 
円 (改行 ) を 押し て くだ さい 。 
ま 必 委 一 の 


。 個人 別 辞書 ファ イル 名 1 また は 個人 別 辞書 ファ イル 名 2 と 生成 され る ファ イル 名 が 
同じ 場合 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


・ 、.、、 の 内 容 は 変更 され ます 。 実 行 す る な ら Enter キ ー、 中 止 な ら Esc キ ー 





。 組合 せ が 終 了 す る と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


辞書 の 組合 せ が 終了 し まし た 。 
操作 上 の 留意 点 


生成 し た 個人 別 辞書 を 使用 する 場合 は 、 必 ず 初期 メニ ュー に 戻り 、DOS を 再 始動 し て 
くだ さい 。 
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単 涯 変 換 辞書 と 個人 別 辞書 の 組合 せ 
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[ 2 ] キ ー を 押し た 後 [Enter (改行 ) を 押し て 、「 単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞書 の 組合 
せ 」 を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞 書 の 組合 せ 
ドラ イブ 名 ファ イル 名 
単 漢 変換 辞書 の ファ イル 名 。 [ ] [ $SYS1DIC.FNT ] 
et 
個人 別 辞書 の ファ イル 名 [ 
生成 され る ファ イル 名 [ 


[ 
[ 
人 衝 メ ニュ ー に は 0 換 を 


] 
] 
] 
変 


終了 PF 3 キー 
[設定 値 ] 入力 後 , Enter( 改 行 ) キ ー。 





単 漢字 変換 装置 駆動 ルー チン ($IAESKK.SYS) で 使用 され る 辞書 ($SYS1DIC.FNT、 以 
下 単 漢 変換 辞書 と 呼び ます ) と 個人 別 辞書 と を 組み 合わ せ て 、 新 た に 個人 別 辞書 を 作成 
し ます 。 


今 ま で 単 漢字 変換 を 行っ て いて 、 そ の 単 漢 変換 辞書 に USRFNT ユ ー テ ィ リ ティ ー 
(USRFNT.EXE) を 用 いて ユー ザー が 定義 し た 語句 (熟語 、 読 み 付 フ ォ ン ト ) が 登録 

され て いる 場合 、 そ の ユー ザー 定義 語句 を 個人 別 辞書 に 追加 し ます 。 こ れ に より 、 

USRFNT ユ ー テ ィ リ ティ ー で 登録 し た 語句 を 連 文 節 変換 プロ グラ ム で 変換 で きま す 。 


この 機能 は 以下 の 処理 に よっ て 実現 され て いま す 。 


ユー ザー 定義 語句 の 切 出 し 
ユー ダー 妃 王 落 久 が 良 銀 さ カカ て の な の 単 漢 変換 辞書 ファ イル (DOS デ ィ ス ケッ ト 
で 提供 され る も の で 、 単 漢 変換 辞書 (基本 部 分 ) と 呼び ます ) と 、 ユ ー ザ ー 定 義 語 
名 が 登録 され て いる 単 漢 変換 辞書 と を 比較 し て 、 ユ ー ザ ー 定 義 語 句 だ け を 切り 出し 
ます 。 


個人 別 辞書 へ の ユー ザー 定義 語句 の 追加 
2 つの 単 漢 変換 辞書 ファ イル の 比較 に よっ て 切り 出さ れ た ユー ザー 定義 語句 を 個人 
別 辞書 に 追加 し ます 。 


単 漢 変換 辞書 の ファ イル 名 (基本 部 分 ) は 、 ユ ー ザ が ー 間 通 急 交 良 欠 さて の ない の 単 漢 
変換 辞書 (SSYS1DIC.FNT) (DOS デ ィ ス ケッ ト で 提供 ) の ファ イル 名 を 指し て いま 
す 。 


単 漢 変換 辞書 の ファ イル 名 は 、USRFNT ユ ー テ ィ リ ティ ー で ユー ザー が 定義 し た 語句 
が 登録 され て いる 単 漢字 変換 辞書 の ファ イル 名 を 指し て いま す 。 
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個人 別 辞書 の ファ イル 名 は 、$USRDICT.DCT フ ァイル を 基本 に 個人 別 辞書 ユー ティ リ 
ティ ー を 使用 し て ユー ザー が 定義 し た 語句 が 登録 され て いる 辞書 ファ イル 名 を 指し て い 


ます 。 


生成 され る ファ イル 名 は 、 組 み 合 わせ て 生成 され た 辞書 の ファ イル 名 で す 。 


単 漢 変換 辞書 の ファ イル 名 (基本 部 分 ) 、 単 漢 変換 辞書 の ファ イル 名 、 個 人 別 辞 書 の フ 


ァイル 名 、 


お よび 生成 され る ファ イル 名 は 、 ド ライ ブ 名 (AZ) と パス 名 を 指定 する 


こと が で きま す 。 


操作 


] 個人 別 辞 書 の 初期 メニ ュー で [ 4 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
「 組 合せ 」 を 選択 し ます 。 


2 個人 別 辞書 の 組合 せ メ ユニ ュー で | 2 |] キー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 
「 単 漢 変換 辞書 と 個人 別 辞書 の 組み 合わ せ 」 を 選択 し ます 。 


3 ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 


[一 ] キ ー と [一] キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 水平 方 向 に 移動 し ます 。 
[ 1 ] キ ー と [! ] キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 入力 領域 の 先頭 に 移動 し ます 。 


文字 を 削除 する に は 、 キー また は キー を 押し て く 
だ さい 。 さ ら に も う 一 度 押 す と 、 初 期 メ ニュ ー に 戻り ます 。 


入力 し た ファ イル 名 を 取り 消す 場合 、[Esc] キ ー を 押し て くだ さい 。 
初期 メニ ュー に 戻る 場合 、[F3] キ ー を 押し て くだ さい 。 


+ (改行 ) を 押し て くだ さい 。 


メッ セー ジ 


。 単 漢 変換 辞書 (基本 部 分 ) お よび 上 単 漢 変換 辞書 の ファ イル は 、 そ れ ぞ れ 他 の ファ イ 
ル と 異な る 必要 が あり ます 。 同 じ フ ァイル を 指定 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され 


ます 。 


同じ ファ イル 名 を 入力 する こと は で きま せん 


この 場合 ファ イル 名 を 入力 し 直し て くだ さい 。 
個人 別 辞書 の ファ イル 名 と 生成 され る ファ イル 名 は 、 同 じ で も か まい ませ ん 。 


。 個人 別 辞書 の ファ イル 名 1 と 生成 され る ファ イル 名 が 同じ 場合 、 次 の メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 


...。.・ の 内 容 は 変更 され ます 。 実 行 す る な ら 実行 キー、 中 止 な ら 取消 キー 
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* 組合 せ が 終 了 す る と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


辞書 の 組合 せ が 終 了 し まし た 


操作 上 の 浪 意 点 


生成 し た 個人 別 辞書 を 使用 する 場合 、 必 ず 初 期 メ ニュ ー に 戻り 、DOS を 再 始動 し て く 
だ さい 。 
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個人 別 辞 書 を 回 復 す る 
個人 別 辞書 の 回 復 を 行い ます 。 


「 個 人 別 辞書 の 回 復 を し て くだ さい 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され た 場合 、 指 定 する 必 
要 が あり ます 。 個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 5 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 
押し て 「 回 復 」 を 選択 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー 
番号 
更新 


==> 個人 別 辞 書 回 復 中 





回 復 が 終了 する と メッ セー ジ 行 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
個人 別 辞 書 の 回 復 が 終了 し まし た 。 


1 個人 別 辞書 の 初期 メニ ュー で [ 5 ] キ ー を 押し た 後 、 (改行 ) を 押し て 、 
個人 別 辞書 の 「 回 復 」 を 選択 し て くだ さい 。 


操作 
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個人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー の メッ セー ジ 一 覧 
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表示 され る メッ セー ジ の 主 な も の に つい て 、 そ の 原因 と 対処 法 に つい て まとめ た も の で 


値 を 入力 し て くだ さい 


原因 : 印刷 また は 組合 せ の メニ ュー に お いて 、 省 略 値 を 削除 し た まま 、[ 1 ] キー また は [ ! ] キー 
を 押し た 。 


処置 : 新しい 値 を 入力 する 。 


同じ ファ イル 名 を 指定 する こと は で きま せん 


原因 : 辞書 の 組合 せ に お いて 、 同 じ フ ァイル 名 を 次 の 場合 指定 し た 。 


1. 個人 別 辞書 の ファ イル 名 1 と ファ イル 名 2 が 同じ 
2. 単 漢 変換 辞書 (基本 部 分 ) と 他 の ファ イル 名 が 同じ 
3. 単 漢 変換 辞書 と 他 の ファ イル 名 が 同じ 


処置 : 正しい ファ イル 名 を 入力 し 直し て くだ さい 。 


カー ソル は これ より 右 に は 進め ませ ん 


原因 : カー ソル が 人 行 幅 の 範囲 を 超え よう と し た 。 
処置 : 必要 な し 


カー ソル は これ より 左 に は 進め ませ ん 


原因 : カー ソル が 行 幅 の 範囲 を 超え よう と し た 。 
処置 : 必要 な し 


カー ソル は これ より 上 に は 進め ませ ん 


原因 : カー ソル が 上 限 の 範囲 を 超え よう と し た 。 
処置 : 必要 な し 
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カー ソル は これ より 下 に は 進め ませ ん 


原因 : カー ソル が 下限 の 範囲 を 超え よう と し た 。 
処置 : 必要 な し 


個人 別 辞書 回 復 中 


原因 : 個人 別 辞書 の 回 復 を 図っ て いま す 。 
処置 : 必要 な し 


個人 別 辞 書 が あり ませ ん 


原因 : 個人 別 辞書 が セッ ト さ れ て いな い 。 
処置 : 個人 別 辞書 を セッ ト す る 。 


個人 別 辞書 が いっ ぱい で す 


原因 : 個人 別 辞書 の 追加 範囲 が 一 杯 に な り 、 書 き 込 む 余 地 が な く な っ た 。 
処置 : 個人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー を 始動 し 、 更 新 を 指定 し て 不要 な 読み を 削除 する 。 


個人 別 辞書 が 読め ませ ん 


原因 : 個人 別 辞書 の 入っ て いる ディ スク が 物理 的 に 破損 し て いる 。 
処置 : 回 復 不能 。 連 文節 変換 プロ グラ ム の ディ スケ ッ ト か ら 個 人 別 辞書 を 再 導入 する 。 


個人 別 辞書 に 書き 込み が で きま せん 


原因 : 個人 別 辞書 の 入っ て いる ディ スケ ッ ト が 書き 込み 禁止 状態 に な っ つて いる 。 
処置 : 書き 込み 可能 に する 。 


個人 別 辞書 の 回 復 が 終了 し まし た 


原因 : 個人 別 辞書 の 回 復 が 終了 し た 。 
処置 : 必要 な し 


第 4 意 連 文節 変換 プロ グラ ム を より 快適 に 使う た め に 4-2S 


4-26 


個人 別 辞書 の 回 復 が 必要 で す 


原因 : 何ら か の 理由 で 辞書 が 使用 で き な く な り 、 読 むこ と が で き な い 。 
処置 : 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー を 始動 し 、 回 復 を 指定 する 。 


個人 別 辞書 の 回 復 は 必要 あり ませ ん 


原因 : 必要 が な い の に 、 個 人 別 辞 書 の 回 復 を 指定 し た 。 
処置 : 個人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー を 終了 する 。 


語句 の 入力 が あり ませ ん 


原因 : 読み だ け を 入力 し て [Enter| (改行 ) を 押し た 。 
処置 : 語句 を 入力 し 、 (改行 ) を 押す 。 


語句 の 入力 に 誤り が あり ます 


原因 : 語句 に 不適 当 な 文字 を 入力 し た 。 
処置 : [Back Space] キー を 使っ て 訂正 する 。 


指定 され た 読み は 個人 別 辞書 に は 登録 され て いま せん 


原因 : 個人 別 辞 書 の 更新 で 登録 され て いな い 読 み を サー チ し よう と し た 。 
処置 : 読み の 指定 を し 直す 。 


単語 登録 は で きま せん 


に 


原因 : 個人 別 辞書 へ の アク セス (READ/WRITE) が 失敗 し た 。 
処置 : 正しい 個人 別 辞書 が セッ ト さ れ て いる か 確認 後 、 再 度 実行 する 。 


ディ スケ ッ ト が 一 杯 で す 


原因 : 辞書 の 組合 せ 中 、 デ ィ ス ケッ ト が 一 杯 に な っ た 。 
処置 : 新しい 辞書 を 作成 する の に 十分 な 空き 領域 を 含む ディ スケ ッ ト を 使用 する 。 
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入力 文字 が 長 す ぎ ま す 


原因 : 入力 文字 が 範囲 を 超え て いる 。 
処置 : [Insert] キー を 押し て 、 置 換 モ ー ド に し て か ら 入 力 す る 。 入 力 可能 な 範囲 内 で 入力 し 直 


範囲 外 の 値 が 指定 され て いま す 


| 


原因 : 印刷 メニ ュー に お いて 、 指 定 し た 値 が 範囲 を 超え て いた 。 ま た は 組合 せ メ ニュ ー に お いて 
ファ イル に 誤り が あっ た 。 


処置 : 値 を 入力 し 直す 。 


無効 な キー が 押さ れ ま し た 


原因 : 無効 な キー が 押さ れ ま し た 。 
処置 : 必要 な し 


メモ リー 不足 の た め 、 実 行 で きま せん 


原因 : 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー を 実行 する だ け の メモ リー が あり ませ ん 。 
処置 : 実行 中 の プロ グラ ム を 終了 する な ど し て メモ リー を 空け て くだ さい 。 


読み と 語句 は すでに 個人 別 辞書 に 登録 され て いま す 


原因 : 登録 し よう と し た 読み は すでに 登録 され て いた 。 
処置 : 登録 の 必要 は あり ませ ん 。 


読み の 入力 が あり ませ ん 


原因 : 語句 だ け を 入力 し て [Enter] (改行 ) を 押し た 。 
処置 : 読み を 入力 し て [Enter| (改行 ) を 押す 。 


読み の 入力 に 誤り が あり ます 


原因 : 読み に 不適 当 な 文字 を 入力 し て [Enter] (改行 ) を 押し た 。 
処置 : 読み を 入力 し て (改行 ) を 押す 。 
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連 文節 変換 プロ グラ ム が 導入 され て いま せん 。 


原因 : 連 文 節 変換 プロ グラ ム が 導入 され て いま せん 。 


処置 : 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー は 連 文 節 変換 プロ グラ ム が 必要 で す 。 
連 文 節 変換 プロ グラ ム を 導入 し て か ら 起 動 し て くだ さい 。 
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T ト 58568⑮op⑮ ヨ 88 ド 8 セト 8g ト セト セト セト セト セト 6 トト |, 
婦 に つい て 
連 文節 変換 プロ グラ ム で は 次 の よう な 辞書 を 使っ て 変換 を 行い ます 。 


1. マル チ シ ス テム 辞書 (最大 8 個 ま で 同時 に 使え る ) 
2. 個人 別 辞書 (5USRDICT.DCT) 
3. 付属 語学 習 辞書 (5FZKMKJL.DCT) 


以下 は それ ぞ れ の 辞書 の 説明 で す 。 


マル チ シ ス テム 辞書 
連 文 節 変換 プロ グ ゲラ ム で は 最大 8 個 の シス テム 辞書 が 使え ます 。 同 時 に 1 個 以 上 の シス 
テム 辞書 が 使え る の で 総称 レ し て マル チ シ ス テム 辞書 と 呼び ます 。 「 連 文節 変換 プロ グラ 
ム 」 デ ィ ス ケッ ト で 提供 され る 辞書 は 、 下 記 の ベー ス 辞 書 、 用 途 別 辞書 で す 。 シ ステ ム 
辞書 は すべ て 読み 出し 専用 ファ イ ル な の で 書き 込み は で きま せん 。 


$SIBMBASE.DCT 名 詞 、 動 詞 、 単 漢字 な ど ひら が な 


(ベー ス 辞 書 ) 例 : 本 、 書 く 、 な ど 約 83000 語 ほん 、 か く 
を 収録 [ な ど 全 角 ひ ら が な 


用 途 別 辞 書 


IBMZIPC2.DCT 郵便 番号 に 対応 し た 地名 全角 数 字 (郵便 番号 ) 

(郵便 番号 辞書 ) 例 : 宮崎 県 宮崎 市 880 (読み の サン プル と し て 、 
県 庁 所 在 地 お よび 東京 23 区 の 
郵便 番号 が 用 意 さ れ て いま 
す 。) 


SIBMCNNC.DCT JIS 国 名 コー ド に 対応 し た 国名 全角 英字 (国名 コー ド ) 
(国名 コー ド 辞 書 ) 例 : ア メリ カ 合 衆 国 USA 
(読み の サン プル と し て 、 
「JIS ハ ンド ブッ ク 情報 処理 
コー ド 編 、 国 名 コー ド XX 
0304 1988」 の 2 文字 、3 文 字 
コー ド が 用 意 さ れ て いま す 。) 





辞書 を 管理 する プロ ファ イル と し て 以下 の 辞書 プロ ファ イル が 提供 され ます 。 
es MULTDICT.PRO マル チ 辞 書 用 プロ ファ イル 
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マル チ シ ス テム 辞書 


シス テム 辞書 ジ シス テム 辞書 
ベー ス 辞 書 郵便 番号 辞書 

シス テム 辞書 
国名 コー ド 辞 書 


これ ら の ファ イル は 、 導 入 プ ログ ラム に より 「 連 文節 変換 プロ グラ ム 」 デ ィ ス ケッ ト か 
ら ハ ー ド ・ デ ィ ス ク へ 、 複 写 さ れ ま す 。 





辞書 用 プロ ファ イル の 内 容 
辞書 プロ ファ イル は エディ ター で 編集 で きま す 。 ま た 、 辞 書 プ ロフ ァイル の 名 前 


MULTITDICT.PRO は 、ABCDEFG.PRO の よう に 変更 し て 使用 で きま す 。( エ クス テン 
ジ ション は .PRO で 固定 で す 。) 導 入 プ ログ ラム を 使っ て あら か じ め 設 定 さ れ て いる 値 で 導 
入 し た 場合 は 、MULTDICT.PRO が 使わ れ ま す 。 


MULTIDICT.PRO の 内 容 は 導入 時 、 次 の よう に な っ て いま す 。 
MULTDICT.PRO 


1ctionar1es 

:\$1BMBASE .DCT 
:\IBMZIPC2.DCT 
:\$1BMCNNC .DCT 


* 1B 
/MD= 
/MD= 
/MD= 





M 
] 
1 
] 


D 
し 
〔 
( 


注 : プロ ファ イル の 先頭 の 一 行 " * IBM Dictionaries" は 必ず 入れ て くだ さい 。 こ 
れ が な い 場 合 、 プ ロフ ァイル は 無効 と な り ま す 。 


辞 書 プ ロフ ァイル で は 行 の 先頭 は 必ず /MD= で 始ま ら な けれ ば な り ま せん 。/MD= は 、 
辞書 プロ ファ イル の キー ワー ド で その 直後 は 0 か 1 で す 。 た だ し 、 行頭 に 「*」 が ある と 
その 行 は コメ ント と し て 無視 され ます 。 


* /MD=1 その 辞書 を 使用 する 
> /MD=0 その 辞書 を 使用 し な い 


ー 初期 変換 で は 辞書 に 記述 され て いる 文法 情報 や 頻度 情報 な ど に より 候補 が 決り ま 
す 。 


ー 次 候補 も し く は 全 候補 の 場合 は 、 プ ロフ ァイル に 記述 し て ある 順序 で 辞書 の 優先 度 
が 決り ます の で 、 同 じ 読 み の エ ント リー が 複数 の 辞書 に 存在 し て 同一 度 情報 の 場 
合 、 プ ロフ ァイル に 記述 され て いる 順番 で 次 候補 も し く は 全 候 補 が 出現 し ます 。 


ー 同じ 読み に 対し て エン トリ ー が 重複 し て いる 場合 は 、 最 初 の 1 つ を 候補 と し て 表示 
し 、 残 り は 省略 され ます 。 
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マル チ シ ス テム 辞書 の 指定 方 法 
CONFIG.SYS 中 の "TBMMKKV.EXE" の "7S" オ プシ ョ ン で 、 辞 書 プ ロフ ァイル を セッ 
ト し ます 。 


例 : 
INSTALL=C:\DOS\IBMMKKV.EXE /S=C:\DOS\MU LTDICT.PRO 


C ド ライ ブ の DOS デ ィ レ クト リー に ある 辞書 プロ ファ イル MULTDICT.PRO を 指定 す 


る 例 で す 。MULTDICT.PRO の 中 に は 使用 する 辞書 が 記述 され て いま す 。 辞 書 プ ロフ 
ァイル を 使う と 、 同 時 に 複数 の シス テム 辞書 を 使う よう な 設定 が で きま す 。 


プロ ファ イル を 指定 し な か っ た 場合 に は 、 
C:\$IBMBASE .DCT 


を 使用 し ます 。 


個人 別 辞書 ($USRDICT.DCT) 


個人 別 辞書 ($USRDICT.DCT) は 上 単語 登録 や 個人 別 辞書 ユー ティ リティ ー 
(USERDICT.EXE) に よっ て 、 褒 録 し た 語句 や 学習 内 容 を 保存 し て お く 読 み 書き 可能 な 
ファ イル で す 。 (も ちろ ん Windows 上 で 単語 登録 し た 場合 も この 辞書 に 登録 され ま 
す 。) 個人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー(USERDICT.EXE) に よっ て 、 その 内 容 を 追加 し た 
り 削 除 し た り 変 更 し た りす る こと が で きま す 。 (学習 内 容 に 関し て は で きま せん 。) 


個人 別 辞書 は 約 S58K バ イト で す が 、 登 録 で きる エリ ア は 約 S30K バ イト で す 。 単 語 登録 を 
する 度 に サイ ズ が 大 きく な っ て いく の で は あり ませ ん 。 導 入 時 に は 空 の 状態 で 、 語 名 を 
追加 する 度 に 辞書 の 内 容 が 埋め られ て いく 構造 に な っ て いま す 。 登 録 で きる 語句 の 最大 
数 は 登録 する 語句 の 長 さ に も より ます が 、 約 4,500 語 ほど 登録 で きま す 。 

$USRDICT.DCT 





単語 登録 。 USERDICT.EXE の 「 追 加 」 機能 
ォ ョ ーー ーー 一 ぁ USERDICT.EXE の 「 変 更 」 機能 
ーーーーー ぁ w USERDICT.EXE の 「 削 除 」 機能 


個人 別 辞書 の 指定 方 法 
CONEIG.SYS 中 の IBMMKKV.EXE の "7U" オ プシ ョ ン で 個人 別 辞書 (SUSRDICT.DCT) 


の ドラ イブ 、 パ ス 指 定 を する こと が で きま す 。 付 属 語学 習 辞書 ($FZKMKJL.DCT) も 同 
じじ ディ レク トリ ー に ある と 仮定 され ます 。 


例 : 
INSTALL=C:\DOS\IBMMKKV.EXE /U=E: \UD\$USRDICT.DCT 


E ド ライ ブ の UD デ ィ レ クト リー に ある $USRDICT.DCT を 指定 する 例 で す 。 


も し 指定 し な か っ た 場合 は 、 
C:\$USRDICT.DCT 
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を 使用 し ます 。 


付属 語学 習 辞 書 ($FZKMKJL.DCT) 


付属 語 の 漢字 表記 を 学習 する た め の 読 み 書き 可能 な 辞書 で す 。 必ず 人 多 終 書 と 局 じ 輩 
太 こ など ガク 赤 どん 。 
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付録 プロ グラ ム の 導入 ( 再 導入 と 後日 の 導入 ) 





連 文節 変換 プロ グラ ム の 導入 方 法 
DOS の 導入 の 際 に 「 連 文節 変換 - MKK」 を 選択 し て くだ さい 。DOS の イン スト ー ル 


の 際 に 指定 せ ず 、 再 導入 や 後日 導入 する 場合 に は 、DOS の DISK 1 を ディ スケ ッ ト ・ ド 
ライ ブ に 挿入 し 、 


A:\>setuD /e 


と タイ プ し 、 (政行 ) を 押し て くだ さい 。 画面 の 指示 に 従っ て 作業 を 続行 し 、 
「 連 文節 変換 プロ グラ ム の 導入 」 を 選択 し ます 。 指示 に 従っ て ディ スケ ッ ト を 交換 し て 
くだ さい 。 


注 : 
『/ 「] 


1. 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 導入 し た 場合 は 、CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 加え て くだ 
さい 。 


insta] 1=c:\dos\1bmmkkv.exe /m=s /z=4 /c /] /j=90 /s=c:\dos\multdict.pro /u=C:\$usrdict.dct 


2. 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 使用 する に は 、EMS メ モリ ー が 必要 で す 。 後 日 連 文節 変 
換 プ ログ ラム を 導入 する 際 に は 、 導 入 前 に EMS メ モリ ー が 導入 され て いる こと を 
確認 し て くだ さい 。EMS メ ヌメ モリー に つい て は DOS の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さ 
い 。 





必要 な 空き 容量 に つい て 
ハー ド ・ デ ィ ス ク の 必要 な 空き 容量 は 約 1MB で す 。 





複写 され る ファ イル と CONFIG.SYS 中 の 設定 
以下 の ファ イル が ルー ト ・ デ ィ レ クト リー に 書き 込ま れ ま す 。 


$IBMBASE .DCT 
$IBMCNNC.DCT 
IBMZIPC2.DCT 
$USRDICT.DCT 
$FZKMKJL.DCT 


@ Copyright IBM Corp. 1994 A-1 


以下 の ファ イル が DOS の 導入 の 際 に 指定 され た サブ ディ レク トリ ー( デ フォ ルト は 
\DOS) に 書き 込ま れ ま す 。 


IBMMKKV. EXE 

SETUPMKK.EXE 
MULTDICT.PRO 
USERDICT.EXE 


以下 の 行 が CONFIG.SYS に 書き 込ま れ ま す 。 


INSTALL=C:\DOS\IBMMKKV.EXE /M=S /Z=4 /C /L /J=90 /$S=C:\DOS\MULTDICT.PRO /U=C:\$USRDICT.DCT 


注 : 
1 。 
. DOS の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム は 、 旧 バー ジョ ン の 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 導 


各 オ プシ ョ ン に つい て は 4-2 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


入 済 み の 場合 は 、CONFIG.SYS、 辞 書 プ ロフ ァイル の 設定 値 を 参照 し ます 。 


. $ ゃ USRDICT.DCT, $FZKMKJL.DCT は 、 同 じ 場 所 に すでに 存在 し て いる 場合 は 上 


書き し ませ ん 。 


. 連 文 節 変 換 プ ログ ラム を 導入 する と 、CONFIG.SYS 中 の 単 漢字 変換 プロ グラ ム 


(SIAESKK.SYS) が 設定 し て ある 場合 、 そ の 設定 を 無効 に し ます 。 


Windows 上 で 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 使用 する 


まず 、 連 文節 変換 プロ グラ ム が 導入 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。Windows の 
「 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ [メイ ン ]」 の 中 の 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を 開き 、「 か な 
漢 」 を 選択 し ます 。 「 か な 漢字 変換 の 選択 」 の パネ ル が 表示 され ます た ら 、「IAS イ ン 

ター フェ ー ス か な 漢字 変換 」 を 選択 し て くだ さい 。 


この 設定 に よっ て 、Windows の DOS プ ロン プ ト 上 だ け で な く 、Windows ア プリ ケー シ 
ョ ン 上 (「 ラ イト 」 な ど ) で も 、 連 文節 変換 プロ グラ ム が 使え る よう に な り ま す 。 詳 し 
く は Windows の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
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付録 B. RAM 辞 書 を 利用 する 


大 容量 の メモ リー を 備え た シス テム を お 使い の 場合 に は 、 連 文節 変換 の ベー ス 辞 書 と 個 
人 別 辞書 を メモ リー の 空き エリ ア (アド レス 100000H = 1M バ イト 以上 ) に ロー ドレ し 
て 使用 する こと が で きま す 。 

00000h 


D 0S 


100000h 
RAM 辞 書 


これ を メモ リー( Random Access Memory) で 使用 する と いう 意味 で RAM 辞 書 と 呼び 
ます 。RAM 辞 書 を 利用 する と 、 処 理 速 度 が 早く な り ま す 。 


RAM 辞 書 を 利用 する に は 、 オ プシ ョ ン の /R を 設定 し て くだ さい 。 た だ し 、 辞 書 プ ロフ 
ァイル ( /S=fn) や 個人 別 辞書 の 指定 (/U=fn) と 同時 に 設定 する こと は で きま せん 。 ベ ー 
ス 辞 書 (SIBMBASE.DCT) と 個人 別 辞 書 (SUSRDICT.DCT) は C じ ドラ イブ の ルー ト ・ デ 
ィ レ クト リー(C: に な けれ ば な り ま せん 。 拡 張 メ ハモ リー・ マ ネー ジャ ー (だ こえ は ほ は 
HIMEM.SYS や QEMM386.SYS な ど ) を 使用 し て いる 場合 に は 、 あ ら か じ め メ モリ ー を 
確保 する た め に 、 拡 張 メ モリ ー・ マ ネー ジャ ー に 必要 な サイ ズ を 指定 し て お く 必 要 が あ 
ます 。 


連 文 節 変 換 で は ベー ス 辞 書 (SIBMBASE.DCT) と ユー ザー 辞書 ($USRDICT.DCT) 
の み を メモ リー に 置け ます の で 、 そ の サイ ズ ( 約 890K バ イト ) + ( 約 30K バ イト ) よ 
り 多 少 大 きめ の 95S0K バ イト を 指定 し て くだ さい 。 「 拡 張 記憶 域 が 走り な いた め 、KAM 
辞書 が 導入 され ませ ん で し た 。」 と いう メッ セー ジ が 出 て RAM 辞 書 が 導入 で き な か っ 
た 場合 は 、RAM を 連 文 節 変換 プロ グラ ム 以 外 の プロ グラ ム が 使用 し て いる 可能 性 が あ 
り ま す の で 、 そ の 分 だ け 値 を 増やし て くだ さい 。 


た と えば HIMEM.SYS を 使う 場合 は 、 火 の よ うに な り ま す 。HIMEM.SYS に 関し て は 
DOS の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
例 : 

HIMEM.SYS /INT15=950 

注 : 950 は 辞書 サイ ズ で す 。 
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付録 C キー ボー ド と キー の 割り 当て 


PC DOS* バー ジョ ン J6.3/V で は 、3376-001、3376-002/003、3576-A01 型 お よび そ 
の 互換 キー ボー ド 、ThinkPad* 型 、PS/2* の 米国 英語 キー ボー ド (101 型 キー ボー 

ド ) 、3323-S/$533-S 型 の キー ボー ド 、AX** キ ー ボ ー ド お よび 東芝 J3100 ノ ー ト ブッ 
ク 型 キー ボー ド が 使用 で きま す 。 





キー ボー ド の 相違 点 
$576-001 型 は 、5556 型 の キー ボー ド 1 と 操作 上 の 互換 性 が 保 た れ て いま す 。 こ れ に 対 
し て 3$333-S 型 の 一 体型 キー ボー ド 、35376-A01、ThinkPad 型 お よび 5576-002/003 型 
は 、PS/2 用 キー ボー ド の キー 配列 を 元 に SAA (シス テム ・ ア プリ ケー ショ ン 体 系 ) に 
準拠 し た も の で す が 、3376-001 型 に ある キー で 5576-002/003 型 に は な い キ ー が あっ た 
り 、 同 じ 機 能 で も キー 操作 が 違う な どの 相違 点 が あり ます 。 


本 書 で は 、 $576-A01 キー: ュー ド を っ て 認 B し て あり ま o これ 以外 の キー ボー ド 
を お 使い の 方 は 、 次 の 表 を 参照 し て 該当 する キー と 読み 換え て ご 使用 くだ さい 。 


また 101 型 キー ボー ド を お 使い の 方 は 、C-3 ペ ー ジ の 『 米 国 英語 キー ボー ド で の 使い 
方 』 を 参照 し て くだ さい 。 AX キー ボー ド 、 東 芝 J3100 ノ ー ト ブッ ク 型 キー ボー ド を お 
使い の 方 は 、C-6 ペ ー ジ の 『 そ の 他 の キー ボー ド で の 使い 方 』 を 参照 し て くだ さい 。 









































SS76-001 弄 SS76-002/003 型 。 SS76-A01 型 SS3S-S 弄 
ThinkPad SS23-S 弄 
ーー 
挿入 [挿入 [Tnsert) 挿入 ) 
【NJ [Homel [Home| [Home| 
前 ペー ジ 前 ペー ジ 
次 ペー ジ 次 ペー ジ 
後退 後退 
終了 [Emd) [End) [End) 
次 の 表 は 特殊 な キー ボー ド 操 作 の 対応 表 で す 。 
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全角 
シフ プ ト 


漢字 
モー ド 


JIS 区 点 
入力 


Caps 


Break 


か な 漢 
字 制御 


ガタ ダ 
ナ ・ 
4 7 
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SS76-001 型 


を 押す た びに 半 
角 / 全 角 が 切り 替わる 


前 面 キー) +[ 漠 字 


[前面 キ ー| +| 英 数 | 
( [ 生 」 +[ 英 数 ] ) 


[GErT) +(mavsel 
[GErT) +( 


([ 単 語 登録 ] ) 
カタ カナ 


SS76-002/003 


半角 / 全 角 | を 

押す た びに 半角 
/ 全 角 が 切り 替 
わる 


前 面 キー 


半 
二 
Ni 


十 
いい 
十 
二 


E コ 


加 
ーー 
由 


半 
回 
上 


二 
で ふう 
て キ 
づ 
ーー< 


エ ( 
NR 
al に 
寸 | + 
5 


十 


十 
いり 
十 
二 


SS76-A01 型 
ThinkPad 


半角 / 全 角 | を 押す た 
びに 半角 / 全 角 が 切り 替 
わる 


+ | 半角 / 全 角 
[A1t| +[ 英 数 | 


[| +[ 英 数 | 
([A1t] +[ 英 数 ] ) 


[GErT) +(mavsel 


っ テ 
「 ュ ョ 
ーー コ 


1t| +|Ctr 
半角 / 全 角 


+ | ひら が な 


SS3S-S 型 
SS23-S 型 


半角 / 全 角 ] を 押す た び 
に 半角 / 全 角 が 切り 替わる 


前 面 キ ー 
+| 半角 / 全 角 


[前面 キー] +[ 英 数 ) 


[| +[ 身 数 | 
([ 前 面 キー| +[ 英 数 ] ) 


[GtrT) +(mase 


前 面 キー| +|[Ctr1 
+| 半角 / 全 角 


[1 +[ ひ ら が な | 


米国 英語 キー ボー ド で の 使い 方 


米国 英語 キー ボー ド で 日 本 語 を 入力 する 場合 に は 、 次 の よう な 割り 当て に な り ま す 。 


: 詩 ・ 


/ 


や 
St 
いこ 


「 ろ 」 な どの 文字 が 日 本 語 キ ー ボ ー ド と は 違っ て いる の で ご 注意 く た 


「 む 」 


和 Backspqgce 
《DME 
\、_ ⑥ 

4 和 4 Enter 
ee 
er 


5 
スペ ー ス ・ キ ー 


こう 
画 回 上 


全 Shift 


CapsLock 


| 
較 
ゃ 


米国 英語 キー ボー ド で の 割り 当て 


日 本 語 入力 の た め の キ ー の 機能 


全角 / 半 角 切り 替え 


Ctrl]+[' | CD 


ド 切り 替え / 解 除 


カタ カナ シラ シト 


漢字 モ 


ひら が な シフ ト 


+ |Caps Lock 


ロー マ 字 変換 切り 替え / 解 除 


| 
士 
N2 
ね 
甘 
地 
レ 
く 
IN 
NN 
ロ 
Th 
筐 
垢 
民 
期 


か な 漢字 制御 


hift| + | スペース 


[Shift] + [Ctrl] + [スペ ー ス 


単 漢字 変換 Ctrl + [F3| 


全 候 補 


[shtft] + [F3) 


IA1t| + + |Caps Lock 


JIS 区 点 入 力 


注 : 


(*1) 最上 段 左端 の キー 





付録 C キー ボー ド と キー の 割り 当て で C-3 


米国 英語 キー ボー ド で の 入力 例 
連 文 節 変換 プロ グラ ム を 利用 し て 、PS/2 の 米国 英語 キー ボー ド で 簡単 な 文 を 入力 し て 
み ま す 。 こ こ で は ロー マ 字 入力 を 例 に し て いま す 。 


例 1 


わか りや すい コン ピュ ー タ クター 用語 








漢字 モー ド へ の 切り 替え 


衝 が 錠 サジ ンジ ビ ド tl + |Caps Lock 


四 
遇 8 
ift| を 押 

ご 注意 : 連 文 節 変 換 プ ログ ラム を 使用 する 場合 に は 、“ コ ンピュータ ー" な どの 登録 済み の 
カタ カナ 語 は 、 入 力 モ ー ド を カタ カナ ・ シ フト に 切り 替え な く て も 、 (変換 ) を 


押す こと で 変換 で きま す 。 上 記 の 例 で は 各 入 力 モ ー ド の 切り 替え を 練習 する た め 、 あ えて 入 
カモ ー ド を 切り 替え て いま す 。 


日 
+ | さ 
] 








ほ ) 
回 


細 i 旬 MMggQ 


YYー 


ーー 


還 国 
目 = ョ 
づつ 
ーーー 

イ 


」 


(e) 
) 
に ) 


凹 還 問 凍 還 日 較 問 
|- を 押す ) 


還 ! 
し の 
ー 
軌 い 


ご 
NM 
^ く ふ 
ョ ンマ 
いり 『! 


Caps Loc 


ピコ 


で ぐう Fri 
で つ 
う aa 
ーー や 
に り 
と 。 


ョ に 」 
ll 
(=) 
ら ) 
(s) 
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例 2 


DOS 入 門 と ユー ザー ズ ・ ガ イド 
















+ |Caps Loc 


(の 


3 
記 


お 放 カナ シ プ ト apS Loc 
全角 へ の 切り 替え Ctr] 


エー ザー ガイド 


= 


コ | 2 ほ 」) 。 = | [g| | と 

は 是 回 回 5 上 
pg =] | に] | RIN ( 
」 

回 目 朋 四 

) | 

昌 

s) 


『T1 
と 。 


まれ Sa 
デ 


p 


日 韻 症 問題 日 四 由 届 有 各 四 昌 
は [Shift] を 押し な が ら [-]、 [2] は [Shift] を 
な が ら |/]| を 押す ) 





司 局 


生 
ご 





付録 C キー ボー ド と キー の 割り 当て む C-S 


その 他 の キー ボー ド で の 使い 方 


米国 英語 キー ボー ド 、AX キ ー ボ ー ド 、 東 芝 J3100 キ ー ボ ー ド を 使っ た 場合 の それ ぞ れ 
の キー の 割り 当て を 、A01 キ ー ボ ー ド に 対比 し て 次 の 表 で 示し ます 。 
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J3100 (ノー ト 型 ) キー ボー ド 


漠 字 


AX キー ボー ド 


US キー ボー ド (101) 


IAlt)+ し 「) 


A01 キー ボー ド (106) 


[A1t | + [半角 / 全 角 


漠 字 


漠 字 モー ド 


IA1t + [漢字 | 


[At) + [漢字 | 


[At] + shifg|+ 


Caps Lock 


IA1t] + [ 英 数 


JIS 区 点 入力 


Caps Lock 


Shift | 十 | 英 数 
[A1t|+ Ctrl|+| 半 角 / 全 角 


CAPS 


Ctrl1| + | 漠 字 | 


Ctrl] + [ 若 字 


[Alt]+ [Ctrl]+[「 


か な 漢字 制御 


英 数 


Shift| 十 |Caps Lock 


IA1t| 二 [Caps Lock 


英 数 


Shift | 二 | ひら が な 


ひら が な 


[Alt] + [ひら が な 


カタ カナ 


[Ctrl + [Caps Lock 


ひら が な 
ロー マ 字 


Ctr1| 土 | 英 数 カナ 


[shift] + [ 穫 池 | 


Ctr1]+ [ 英 数 カナ | 


Shift | + | 漢字 | 


身 数 カナ 


[Alt]+ [Ctrl + [Caps Lock 


半角 / 全 角 


半角 < 全角 


和英 数 カナ 


英 数 / ひ ら が な > カタ カナ 


Shift | + | 英 数 カナ | 


の 


Shift | + | 英 数 カナ | 


変換 


英 数 / カ タカ ナ < ひら が な 


変換 


ペー 


無 変 換 


[Ctrl + [スペ ー ス 


無 変換 


Ctrl | [F3| 
Shift| |[F3| 


Shift| | スペース 


Ctrl ] + [ 舞 変 換 
[Alt + [ 無 変換 


F3) 
Shift| 十 [F3| 


Shtft] + [ スペース) 


[Ctrl + [Shift]+ 
スペ ー ス 


無 変換 
[Alt] + [ 無 変換 


単 漢 * 
文節 読み * 


付録 じ . 


十 |Shtft| 十 


ペペ ー スズ 


Ctr] 


Shift| + | 変換 | 
[At + [変換 


Shift| + | 変換 | 
Alt + [変換 


: IBM の 連 文 節 変換 プロ グラ ム (IBMMKKV.EXE) 特 有 の 機能 で す 。 
の 機能 に 割り 振ら れる キー は あり ませ ん 。 


す 
Ph こ 一 


前 候補 * 
全 候 補 * 
注 : 

玉 


キー ボー ド と キー の 割り 当て で -7 


キー の 組合 せ 一 覧 表 






- 前 候補 
- カタ カナ 変換 
・ り ドリ デジ ( 半 の 










|]| 全 候 補 ・ 単 漢 の 
次 候補 次 候補 
] カー ソル 移動 前 方 カー ソル 移動 前 方 
屋 (文字 単位 ) (文節 単位 ) 
[|] カー ソル 移動 後方 カー ソル 移動 後方 
[1 (文字 単位 ) (文節 単位 ) 
登録 ] | 漢字 制御 メニ ュー | 漢字 制御 メニ ュー 
FE 角 / 全 角 ]| - \ 角 モー ド 
。 | - 全角 モー ド 





注 1: 全 候 補 は 文節 候補 と 単 漢 候補 の 両方 を 含み ます 。 
注 2: 未 確 定 の 文字 列 が な い 場 合 に 機能 し ます 。 

注 3: 3576-001 キ ー ボ ー ド の 場合 

注 4: 3576-002/003/A01 キ ー ボ ー ド の 場合 
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付録 D. ロー マ 字 か な 対応 表 
タイ プ す る ロー マ 字 と 表示 され る ひら が な 、 ま た は カタ カナ の 関係 は 次 ペー ジ の 表 の と 
お り で す 。 
以下 の こと に 注意 し て くだ さい 。 


。 促音 「 っ 」 は 、 次 に 続く 子音 を 2 つ 重 ね る か 、 先 頭 に x を 付け て くだ さい 。 た と え 
ば 、 


atta を あっ た xtsu を つ 


s 「 ん 」 を タイ プ す る に は 、nn と 重ね て くだ さい 。 た だ し 、n に 続い て 子音 (nm と y を 
除く ) を タイ プ す れ ば 、 最 初 の n は 「 ん 」 に 変換 され ます 。 


。 旧 か な 「 ゐ 、 寺 、 色 、 了 エ 」 は 、 ひ ら が な と カタ カナ 全角 で 使用 可能 で す 。 カ タカ ナ 
半角 で は 「 寺 、 エ 」 と 表示 され ます 。 


。 ロー マ 字 入力 は 、 ひ ら が な 、 ま た は カタ カナ ・ シ フト で だ け 使 えま す 。 英 数 シフ ト 
や CAPS シ フト で は 、 画 面 の 23 行 目 に R が 表示 され て いて も 、 ロ ー マ 字 変換 は 行わ 
れ ま せん 。 
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GO 


kya kyi kyu kye kyo きゃ や きい ぃ い き ゅ き ぇ き ょ キャ キィ キュ キ ェ キョ 


Sha shu she sho し ゃ し ゅ し え し ょ 
Sya SyY]1 SyYU Sye SyO し ゃ し ぃ い し ゅ し ぇ し ょ 


ちゃ ちゅ ちえ ぇ ちょ 
ちゃ ちぃ ちゅ ち ぇ ちょ 
ちゃ ちい ちゅ ち ぇ ちょ 


















ジン 
2 2007 2 開 迷 当 


















chu che cho 
tya ty1 tyu tye tyo 
CyYa Cy]1 CyYUu Cye CyO 








CC めい 


nya ny1 nyu nye nyO に ゃ や に い に ゅ に ぇ に よ ょ 
rya ry1 ryu rye ryO りや り い り ゅ ゆ り ぇ り ょ リヤ リ イ リュ り リエ リョ 
]ya ly1i lyu lye ]yo りや り い り ゅ ゆ り ぇ り ょ リヤ リ イ リュ リエ リョ 
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gya 9gy1 9gyu 9ye 9yO ぎゃ ぎぃ い ぎゅ ぎえ ぇ ぎょ ギャ ギィ ギュ ギ ェ ギョ 
じゃ じゅ 















の 
7/ 
る 


山 出 







Ja Ju Je JO ジ ヤ ント 


Jya Jy1 Jyu Jye JyO じゃ じ ぃ じゅ じ ぇ じ ょ ジャ ジィ ジュ 
Zya Zy]1 ZyU ZyYe ZyO じゃ じ ぃ じゅ じ ぇ じ ょ ジ や ジィ ジュ 


dya dyi dyu dye dyo ヂ チャ ヂ ィ ヂ ュ ヂ ェ チョ 
bya byi byu bye byo ピ ャ ビィ ピュ ピ ェ ピ ョ 
Dya PDyY1 DPDyYU Dye PDyO 年 騰 ま 綴 ma 尼 生 朋 引 





2 


ロ 





gwa gw1 9gwu 9gwe 9gwO くわ べ い くう えま て グ ゲ グ ワ グイ ィ グゥ グ ェ エ グ ォ 
qwa qw1 dwUu qwe dwO く あ わあ) WW そう 5 を 示 くも グリ ワリ グイ グ みみ グ エ タダ ォ 
kwa kw1i kwu kwe kwo 2 身 二 玩 計 る 事 ウ グ ワ グイ グ ウ み ダ エ ダグ オォ 


fa 人 ff fe fo ふ あ ふい ふえ ふ お 7 が 症 。 ジオ ォ 


q1 qe  dqO く あ くい く 発 。 そ グツグツ ァ ダグ イィ グ ェ 、 必 オ 


8 


っ 
りゃ リ 


xka xke 
XCd 

XtU 

XtSU 


X あ い う 1 
co 
5 


< 伴 守 
いい 合い 
N 


付録 D、 ロー マ 字 か な 対応 表 DU-3 


D-4 PCDOS J6.3/V 連 文 節 変換 プロ グラ ム ユー ザー ズ ・ ガ イド 





付録 E. 表示 され る メッ セー ンジ 





IBMMKKV.EXE に より 表示 され る メッ セー ジ 


正常 に 導入 され た 時 の メッ セー ジ 


連 文 節 変換 ルー チン (IBMMKKV.EXE Version *) が EMIS メ モリ ー に 導入 され まし た 。 


理由 : 連 文 節 変 換 プ ログ ラム が 正しく 導入 され る と 表示 され ます 。 


RAM 辞 書 が 導入 され まし た 。 


理由 : RAM 辞 書 が 正しく 導入 され る と 表示 され ます 。 


ウー > まみ セー ジ 


記憶 域 が 足り な いた め 、IBMMKKV.EXE は 導入 され ませ ん で し た 。 


原因 : デバ イス ・ ド ライ バー や 常駐 プロ グラ ム が 多い 場合 、 連 文節 変換 プロ グラ ム を ロー ド す る 
領域 が 足り な く な る こと が あり ます 。 


処置 : 必要 で な い デ バイ ス ・ ド ライ バー を 削除 する か 、 常 駐 プ ログ ラム を 実行 し な いよ うに し て 
くだ さい 。 


個人 別 辞書 の 回 復 が 必要 で す 。 


原因 : 単語 登録 中 に 電源 を 切る な ど 強 制 的 に 終了 し た 場合 、 個 人 別 辞 書 の クロ ー ズ が 正常 に 行わ 
れ な いた め 、 次 回 の 始動 時 に 個人 別 辞書 が 不 完全 と な り 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


処置 : USERDICT.EXE を 起動 し て 、3 番 の 「 回 復 」 を 実行 し て くだ さい 。 


EMS 支 援 プ ログ ラム が 導入 され て いな いた め 、IBMMKKV.EXE(Version*) は 導入 され ま 


せん で し た 。 





原因 : EMS 支 援 プ ログ ラム が 導入 され て いな い 時 に 表示 され ます 。 
処置 : EMS ド ライ バー を CONFIG.SYS に 指定 し て くだ さい 。 
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EMIS の バー ジョ ン が 違う た め 、IBMIMKKV.EXE(Version *) は 導入 され ませ ん で し た 。 


原因 : IBMMKKV.EXE が サポ ー ト し て いな い バ ー ジ ョ ン の EMS を 使用 し た と き に 表示 され ま 
す 。 


処置 : EMS Version4.0 以 上 を お 使い くだ さい 。 


EMIS メ モリ ー が 一 杯 の た め 、IBMMKKV.EXE(Version *) は 導入 され ませ ん で し た 。 





原因 : EMS メ モリ ー が 一 杯 の 時 に 表示 され ます 。 


処置 : EBMS メ モリ ー の サイ ズ を 増やす か 、EMS メ モリ ー に ロー ド さ れる プロ グラ ム を 変更 し て 
くだ さい 。 


拡張 記憶 域 が 足り な いた め 、RAM 辞 書 が 導入 され ませ ん で し た 。 


原因 : ベー ス 辞 書 と 個人 別 辞書 を ロー ド す る 空 エ リア が な い 時 に 表示 され ます 。 


処置 : メモ リー を 増設 する か 、 も し く は RAM 辞 書 の 指定 (/R オ プシ ョ ン ) を 外し て くだ さい 。 ( 付 
包 B を 参照 し て くだ さい 。) 


DOS の バー ジョ ン が 違う た め 、IBMIMKKV.EXE(Version *) は 導入 され ませ ん で し た 。 





原因 : IBMMKK.EXE が サボ ポー ト し て いな い バ ー ジ ョ ン で 起動 し た 時 に 表示 され ます 。 
処置 : 同 梱 され て いる DOS と 一 緒 に お 使い くだ さい 。 


xx は 対立 する オプ ショ ン が あり ます の で 無効 で す 。 


原因 : 以下 の オプ ショ ン は 同時 に 指定 する こと が きま せん 。 指 定 し た 場合 、 先 に ある オプ ショ ン 
を 優先 し ます の で 、 後 の オプ ショ ン に 対し て この メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


* RAM 辞 書 (/R) と 辞書 プロ ファ イル (/S=fm) ま た は 個人 別 辞 書 の 指定 (/U=fm) 


処置 : どちら か の オプ ショ ン を 外し て くだ さい 。( 指 定 し た まま で も 、 あ と の オプ ショ ン が 無効 に 
な る だ け で 連 文 節 変換 プロ グラ ム は 動作 し ます )。 


この プロ グラ ム は Windows の DOS プ ロン プ ト か ら は 起動 で きま せん 。 


IBMMKKV.EXE(Version *) は 導入 され ませ ん で し た 。 





原因 : Windows の DOS プ ロン プ ト か ら 連 文節 変換 プロ グラ ム が 起動 され た と き に 表示 され ます 。 
処置 : 必ず CONFIG.SYS 中 の "INSTALL" で 導入 し て くだ さい 。 
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付録 F. 非 漢 字 文 字 セ ッ ト の 番号 一 覧 


この 付録 で は 、 非 漢字 文字 セッ ト の 番号 に つい て まとめ て いま す 。 そ の 他 の 番号 に つい 
て は 、『 漢 字 コ ー ド 一 覧 表 』(N:GC18-2040) を 参照 し て くだ さい 。 


587 

837 

634 
606 
623 
! 602 
958 
959 
1104 
633 
1126 
1136 
673 
621 
988 
989 
1244 
1245 
/ 1115 
1116 
1117 
1118 
1119 
856 
1098 
。 1114 
グ 609 
に 992 
SN 929 
| 1148 
| 591 
en 1151 
1156 
1121 
1137 
1122 


ら と スン | 


〇 O き 信じ 


| 
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JIS 区 点 


0101 
0102Z 
0103 
0104 
0105 
0106 
010/ 
0108 
0109 
0110 
0111 
011Z 
0113 
0114 
0115 
0116 
0117 
0118 
0119 
0120 
01Z1 
01ZZ 
01Z3 
0124 
0125 
0126 
012/ 
0128 
0129 
0130 
0131 
0132Z 
0133 
0134 
0135 
0136 
0137 
0138 
0139 
0140 


1 
CODE 


8140 
8141 
814Z 
8143 
8144 
8145 
8146 
814/ 
8148 
8149 
814A 
814B 
814( 
814D 
614E 
814F 
8150 
8151 
815Z 
8153 
8154 
8155 
8156 
815/ 
8158 
0000 
815A 
815B 
815C 
815D 
615E 
815F 
8160 
8161 
8162 
8163 
8164 
8165 
8166 
8167 


X 


e IMVIMAV ハ | 


kk の 


漢字 
番号 


1138 
569 
605 

は 2 

1139 

109Z 

1093 
704 
720 

11Z4 

1140 

11Z5 

1141 
834 
835 

1090 

1091 

11Z6 

1142Z 
590 
608 

1099 

1146 

114/ 
638 

1100 
568 
62Z 

まだ 

1143 

1101 

112Z9 

11Z9 

1145 

1261 

1262 

1263 

110Z 
603 
736 


JIS 区 点 


0141 
0142 
0143 
0144 
0145 
0146 
014/ 
0148 
0149 
0150 
0151 
0152 
0153 
0154 
0155 
0156 
0157 
0158 
0159 
0160 
0161 
0162 
0163 
0164 
0165 
0166 
0167 
0168 
0169 
0170 
017 1 
0172 
0173 
0174 
0175 
0176 
017/ 
0178 
0179 
0180 


PC 


CODE 


8168 
8169 
816A 
816B 
816C 
816D 
816E 
816F 
8170 
817 1 
817Z 
8173 
6174 
8175 
8176 
817/ 
8178 
8179 
817A 
817B 
817C 
817D 
817E 
8180 
8181 
8182 
8183 
8184 
8185 
8186 
818/ 
8188 
8189 
818A 
818B 
818C 
818D 
816E 
818F 
8190 


F ド -1 


漢字 JIS 区 点 PC 漢字 JIS 区 点 PC 


番号 CODE 番号 CODE 
の 842 0181 8191 9 846 0263 81DD 
昌 586 0182 8192 vV 847 0264 81DE 
% 626 6183 8193 三 859 0265 81DF 
井 635 0184 8194 王 866 0266 81E6 
& 592 0185 8195 に 861 0267 81E1 
素 604 0186 8196 タ 862 0268 81E2 
@ 636 0187 8197 863 0269 81E3 
8 1130 0188 8198 の 864 0276 81E4 
福 1253 0189 8199 oc 865 0271 81E5 
文 1254 0196 819A “ 1144 0272 FA5B 
〇 1248 0191 819B ) 866 0273 81E7 
3 1249 0192 819C N 867 0274 81E8 
〇 1252 0193 819D A 882 0282 81F6 
の : 1255 0194 819E % 883 0283 81F1 
科 1256 0201 819F 半 884 0284 81F2 
ロ 1257 02602 81A6 b 885 0285 81F3 
1258 0203 81A1 ゅ 886 0286 81F4 
へ 1256 0204 81A2 † 887 0287 81F5 
4 1251 0205 81A3 + 888 0288 81F6 
V 1259 0206 81A4 | 889 0289 81F7 
マ 1266 0207 81A5 〇 896 0294 81FC 
※ L13 0208 81A6 A 353 0601 839F 
〒 1132 0209 81A7 B 354 0602 83A6 
つ 1264 0216 81A8 世 355 0603 83A1 
3 1265 0211 81A9 A 356 0604 83A2 
1 1266 0212 81AA E 357 0605 83A3 
! 1267 0213 81AB Z 358 0606 83A4 
ーー 1149 0214 81AC 日 359 0607 83A5 
ー 868 0226 81B8 G ぐ 360 0608 83A6 
う 869 0227 81B9 I 361 0609 83A7 
ー 876 0228 81BA K 362 0616 83A8 
ジコ 871 0229 81BB A 363 0611 83A9 
に 872 0236 81BC M 364 0612 83AA 
う 873 0231 81BD N 365 0613 83AB 
U 874 0232 81BE ご 366 0614 83AC 
「] 875 0233 81BF O 367 0615 83AD 
人 ハ 876 0242 81C8 II 368 0616 83AE 
V 877 0243 81C9 P 369 0617 83AF 
607 0244 FA54 > 370 0618 83B6 
ニン 878 0245 81CB T 371 0619 83B1 
人 879 0246 81CC Pl 372 0626 83B2 
マ 886 0247 81CD ① 373 0621 83B3 
ヨゴ 881 0248 81CE 374 0622 83B4 
の 843 0266 81DA ド / 375 0623 83B5 
中 844 0261 81DB Q 376 0624 83B6 
ー 845 0262 81DC 62 321 0633 83BF 
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5 OO ご 〇 ロロ OO ロミ iR 忌 忌 の 選 は 口 ロ コ ロワ リン ES 人 な で Ge で 選 GoGomwW で で と 愉 で や で mo で 


漢字 
番号 


3ZZ〆 
3Z3 
3Z4 
3Z5 
3Z6 
3Z/ 
3Z8 
3Z9 
330 
331 
99 
333 
334 
は 39 
336 
337/ 
338 
339 
340 
341 
342 
343 
344 
448 
449 
450 
451 
45Z 
453 
454 
455 
456 
45/ 
458 
459 
460 
461 
462 
463 
464 
465 
466 
467/ 
468 
469 
470 


JIS 区 点 


0634 
0635 
0636 
0637 
0638 
0639 
0640 
0641 
0642Z 
0643 
0644 
0645 
0646 
064/ 
0648 
0649 
0656 
0651 
0652 
0653 
0654 
0655 
0656 
0701 
0702Z 
0703 
0704 
0705 
0706 
0707 
0708 
0709 
0710 
0711 
0712 
0713 
0714 
0715 
0716 
0717 
0718 
0719 
07Z0 
07Z1 
072Z2 
07Z3 


PC 漢字 


CODE 番号 
83CO IL 47 1 
83C1 慰 472 
83CZ II 473 
83C3 山 474 
83C4 b 475 
83C5 bl 476 
83C6 b 477/ 
83C7 づ 478 
83C8 IO 479 
83C9 2| 480 
83CA a 384 
83CB 0 385 
83CC B 386 
83CD T 38/ 
83CE 刀 388 
83CF 6e 389 
83D0O 6 390 
83D1 示 391 
83DZ 3 39Z 
83D3 HI 393 
83D4 M 394 
83D5 K 395 
83D6 JI 396 
8440 M 397 
8441 H 398 
8442 O 399 
8443 II 400 
8444 D 401 
8445 C 402 
8446 いい 403 
8447 y 404 
8448 ① 405 
8449 も 4 406 
844A IL 407 
844B | 408 
844C II 409 
844D I ル 410 
844E に 411 
844F bi 412 
8450 5b 413 
8451 3 414 
8452 IO 415 
8453 人 416 
8454 一 892 
8455 893 
8456 還 894 
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JIS 区 点 


0724 
6725 
0726 
0727 
0728 
6729 
6736 
6731 
0732 
0733 
0749 
0756 
0751 
0752 
0753 
6754 
0755 
0756 
0757 
6758 
0759 
6766 
6761 
0762 
0763 
0764 
0765 
0766 
0767 
0768 
0769 
6776 
6771 
6772 
6773 
0774 
0775 
0776 
0777 
0778 
0779 
6786 
0781 
0861 
06862 
6863 


PC 
CODE 


8457 
8458 
6459 
645A 
845B 
845C 
845D 
845E 
845F 
8460 
8470 
84/1 
847Z 
8473 
8474 
8475 
8476 
847/ 
8478 
8479 
847A 
847B 
847C 
847D 
847E 
8480 
8481 
8462 
8483 
8484 
8485 
8486 
848/ 
8488 
8469 
848A 
648B 
848C 
848D 
848E 
848F 
8490 
8491 
849F 
84A0O 
84A1 


漢字 JIS 区 点 っ 人 漢字 JIS 区 点 PC 


番号 CODE 番号 CODE 
コ 895 0804 84A2 VI 504 11518 FA51 
= 944 0805 84A3 IX 505 11519 FA52 
和 945 0866 84A4 X 506 11526 FA53 
間 946 0807 84A5 [ 618 11522 FA55 
エ 947 0868 84A6 637 11523 FA56 
1 948 0809 84A7 M 639 11524 FA57 
" 949 0816 84A8 (3 1133 11525 FA58 
y ド 950 0811 84A9 No 1134 11526 FA59 
ーー 951 0812 84AA p 1135 11527 FA5A 
| 952 0813 84AB 
[ 953 0814 84AC 
ュ 993 0815 84AD 
ー 994 0816 84AE 
有 995 0817 84AF 
ド 996 0818 84B6 
〒 997 0819 84B1 
998 0826 84B2 
ーー 999 0821 08B3 
の 1000 0822 84B4 
F 1001 0823 84B5 
1002 0824 84B6 
』 1003 0825 84B7 
pn 1004 0826 84B8 
中 1005 0827 84B9 
人 1006 0828 84BA 
9 1007 0829 84BB 
ゴ 1008 0836 84BC 
剛 1009 0831 84BD 
ya 1016 0832 84BE 
433 11561 FA46 
i 434 11502 FA41 
j 435 11503 FA42 
iv 436 11504 FA43 
v 437 11505 FA44 
M 438 11506 FA45 
vi 439 11507 FA46 
Wi 446 11508 FA47 
ix 441 11509 FA48 
X 442 11516 FA49 
I 497 11511 FA4A 
I 498 11512 FA4B 
I 499 11513 FA4C 
IV 500 11514 FA4D 
V 501 11515 FA4E 
VI 502 11516 FA4F 
VI 503 11517 FA50 
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文節 


自立 部 


付属 部 


文 を 区 切っ た 時 に それ 自体 が 意味 を 持つ 最小 の 単位 、 つ まり 自立 部 お よび 自立 部 + 付 
属 部 を 文節 と 呼び ます 。 


単独 で 1 文 節 に な りう る も の で 、 自 立 語 、 ま た は 自立 語 に 接頭 語 / 接 尾 語 が 付い た も 
の を いい ます 。 具 体 的 に は 、< 名 詞 >< 動 詞 >< 形 容 詞 > く < 形容 動詞 >< 副 詞 > な ど で す 。 


単独 で は 文節 に は な れ な い < 助 詞 >< 助 動詞 > な どの 類 で す 。 
例 : は る の | うら ら か な | ひざ し の | な か で 


自立 部 : は る うら ら か ひざ し な か 
付属 部 : の 7 な の 2 


いり Y 


自立 語 だ け か ら 構 成 さ れる 言葉 を 複合 語 と 呼び ます 。 
例 : 定期 株主 | 総会 


語句 の 読み の こと で す 。 「 連 文節 」 の 読み は 「 れ ん ぶん せつ 」 で す 。 読 み は 全角 ひ 
ら が な 、 ま た は 全角 英 数 文字 で す 。 


リト リー プ (読み の 呼び 出し ) 


候補 


確定 
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最後 に 変換 され た 文字 列 の 読み を も う 1 度 呼び 出し て 使う こと を いい ます 。 同 一 語句 
が 繰り 返し 使わ れる 場合 に 便利 な 機能 で す 。 ( [| +[ 変 換 | ) 


読み に 対応 する 漢字 を 候補 と いい ます 。 複数 の 候補 の 中 か ら 目 的 の 漢字 を 見 つけ る 
た め に は 次 の キー を 使い ます 。 


この キー を 押す ご と に 次 の 候補 が 表示 され ます 。 
(次 候補 ) 

+ | 変換 | 1 つ 前 に 表示 され た 候補 が 再び 表示 され ます 。 
(前 候補 ) 

+ [変換 ] すべ て の 候補 の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 こ こ か ら 番 号 で 選択 し 
ます 。( 全 候補 ) 


候補 の 中 の 1 つ に 決定 し 、 も は や 再 変換 が で き な い 状態 に する こと を 「 確 定 す る 」 と 
いい ます 。 確定 前 は 読み に 戻し た り 他 の 候補 に 変換 する こと が で きま す が 、 い っ た 

ん 確定 する と 読み は な く な り 別 の 候補 に 変更 する こと は で きま せん 。 ス ボット 変換 

の 場合 は 確定 前 の 文字 列 は 下線 また は 青色 文字 に よっ て 表 さ れ ま す 。 ま た 、 確 定 の 

方 法 は 変換 位置 (スポ ッ ト 変 換 ・ 定 位置 変換 ) に よっ て 異な り ま す 。 


e スポ ッ ト 変 換 (改行 ) 、[ 1 ] 、[ ! | キー に より 確定 
e 定位 置 変換 文字 (変換 後に 次 の 文字 を 入力 し た と き ) また は 


(改行 ) に より 確定 


か な 漢字 制御 メニ ュー 
次 の 項目 を 設定 する メニ ュー で 、 漢 字 モ ー ド に お いて [Alt] +[Ctr1| + 


半角 / 全 角 | キー を 押す と いつ で も 表示 され ます 。 (通常 モー ド か ら で も 表示 され 
ます 。) 


設定 


・ 変換 位置 
・ 定位 置 確定 
・ 変換 方 法 
・ 番号 入力 
・ 学習 保存 


単語 登録 


下線 、 青 色 文 字 
下線 (単色 表示 の 場合 ) また は 青色 文字 (カラ ー 表 示 の 場合 ) は スポ ッ ト 変 換 で の 
み 表 示さ れ 、 確 定 前 の 文字 列 で ある こと を 示し て いま す 。 
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本 書 で 言及 され る IBM* 製 品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス の な か に は 、 日 本 で 発表 され て いな い 
も の も 含ま れ ま す 。 こ の こと は 、 弊 社 が これ ら の IBM 製品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス を 、 日 
本 で 発表 する 意図 が ある こと を 示す も の で は あり ませ ん 。 


本 書 で 、IBM 製 品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス に 言及 し て いる 部 分 が あっ て も 、 当 該 製 品 、 プ 
ログ ラム 、 ま た は サー ビス の み が 使 用 可能 で ある こと を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 これら に 
代え て 、IBM の 知 的 所 有 権 を 侵害 する こと の な い 、 機 能 的 に 同等 の 製品 、 プ ログ ラム また は サー 
ビス を 使用 する こと が で きま す 。 た だ し 、IBM に よっ て 明示 的 に 指定 され た も の を 除き 、 こ れ ら 
の 製品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス の 評価 お よび 検査 は お 客 様 の 責任 で 行っ て いた だ きま す 。 


本 書 で 解説 され る 主題 に つい て IBM が その 特許 権 (特許 出願 を 含む ) を 所 有 し て いる こと が あり 
ます 。 本 書 は 、 こ れ ら の 特許 権 に つい て 、 実 施 権 、 使 用 権 等 を 許諾 する こと を 意味 する も の で は 
あり ませ ん 。 実施 権 、 使 用 権 に 関す る 照会 は 、 下 記 の 宛先 に 、 書 面 に て 行っ て くだ さい 。 
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コマ ー シ ャ ル リレー ショ ンズ 

本 書 中 、 星 印 (*) の 付い て いる 以下 の 用 語 は IBM Corp. (米国 ) 社 の 商標 で す 。 


PS/2 み Personal System/2 
ThinkPad 


本 書 中 、 二 重 星 印 (**) の つい て いる 以下 の 用 語 は 他社 の 商標 で す 。 


AX AX 協議 会 
Windows Microsoft Corporation 
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索引 


日 本 語 、 英 字 、 数 字 、 特 殊 文 字 の 順に 配列 され て いま 
す 。 な お 、 沿 音 と 半 濁 音 は 清音 と 同等 に 扱わ れ て いま 
FE 


【 了 ア 行 〕 
アク セン ト 記 号 2-16 
アプ リケーション ・ プ ログ ラム 4-1 
一 括 変 換 3-2、3-6 
一 般 記 号 2-16 
英 数 全角 の 入力 1-11 
英 数 半角 の 入力 1-13 
英 数 モー ド 1-10 
演算 記号 2-16 
オプ ショ ン 

設定 3-1 

設定 で きる も の 3-1 

説明 3-1 

パラ メー ダー を 2 

変更 3-5 


[力行 J 
学習 機能 1-14 
学習 の 保存 1-15。 3-3, 3-6 
確定 1-3, XX-] 
下線 、 青 色 文 字 XX-2 
カタ カナ ・ モ ー ド 1-/ 
カタ カナ の 入力 (カタ カナ ・ モ ー ド か ら ) 1-7 
カタ カナ の 入力 (ひら が な モー ド か ら ) 1 -8 
カタ カナ へ の 変換 1-8 
か っ こ 記 号 2-16 
か な 漢字 制御 メニ ュー XX-2 
画面 か ら 候補 を 選択 し て 入力 する 2-10 
漢字 の 入力 1-6 
漢字 番号 2-14, 3-3, 3-6, 3-/ 
漢字 モー ド へ の 切り 携え 1-4 
漢 数 字 変 換 2-15 
関連 マニ ュ ア ル ix 
キー の 組合 せ C-8 
キー ボー ド の 相違 点 C-1 
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記号 の 入力 1-12, 2-16 
上 昌 か な づか い 2-16 
ギリ シャ 文字 2-16 
繰り 返し 同じ 文章 を 入力 する 2-18 
肢 線 素 線 2-16 
候補 X-1 
候補 を まとめ て 表示 2-10 
国名 コー ド 辞 書 4-6, 4-29 
個人 別 辞書 4-31 
印刷 4-14 
回 復 4-23 
管理 4-8 
項目 の 追加 4-13 
内 容 の 更新 4-10 
個人 別 辞書 の ドラ イブ 、 パ ス 指 定 3-4, 3-6 
個人 別 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ー 4-7, 4-8 
始動 4-9 
終了 4-9 


[ サ 行 J 
先 読 変換 3-2, 3-6 
次 回 始動 時 に 有効 に な る 設定 3-5 
次 回 始動 時 は 無効 に な る 設定 3-6 
次 候補 XX-1 
辞書 4-29 
組み 合わ せ 4-17 
辞書 月 プロ ファ イル の 内 容 4-30 
辞書 プロ ファ イル 名 の 指定 3-3, 3-6 
自動 全 候補 機能 2-11, 3-3, 3-6 
自動 文節 切り 直し 2-9, 3-3, 3-6 
自動 変換 3-2, 3-6 
住所 の 入力 1-10 
自立 部 X-] 
数 学 記号 2-16 
数 字 の 変換 2-15 
図形 記号 2-16 
スポ ボッ ト 変 換 3-1, 3-6 
前 候補 ズ X-1 
全 候 補 2-10 


全 候 補 表 示 で 使用 する キー 2-12 
全体 を 読み に 戻す 2-$ 


ei 
し 夕 行 〕 

単位 記号 2-16 

単 漢 変換 2-12 

単 漢 変換 辞書 4-6 

単 漢 変換 プロ グラ ム 4-6 

単語 登録 1-16, 2-17 

定位 置 確定 3-2, 3-6 

定位 置 変換 3-1,3-6 

デフ ォ ル ト vii 

同音 異義 語 が 表示 され た 場合 2-4 

特殊 記号 の 入力 1-12, 2-16 

特定 の 文節 か ら 最 後 ま で 読み に 戻す 方 法 2-C 
特定 の 文節 を 読み に 戻す 方 法 2-7 


[ ナ 行 〕 


日 本 語 入 力 と 変換 入門 1-1 


[ハハ 行 〕 
は じ め に vi 
/* タ メー ター 年 2 
番号 入力 2-14。 3-3, 3-6, 3- / 
非 漢字 文字 セッ ト の 番号 一 覧 F-]1 
ひら が な ・ モ ー ド 1-$8 
ひら が な の 入力 1-4 
ファ イル 関連 4-6 
フォ ント ・ フ ァイル 4-6 
複合 語 XX-]1 
複合 語 変換 3-2、3-6 
付属 語学 習 辞 書 4-32 
付属 部 XX-]1 
プロ グラ ム の 導入 A-]1 
文節 XX-1 
文節 の 切り 直し 2-8 
文節 変換 2-1, 3-2, 3-6 
ベー ス 辞 書 4-6, 4-29 
変換 位置 3-1, 3-6 
変換 し な い 方 法 2-]1 
変換 で き な い こと ば を 登録 する 2-17 
変換 方 法 3-2, 3-6 
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変更 / 拡 張 さ れ た 機能 vm 


[ マ 行 〕 

マル チ 辞 書 用 プロ ファ イル 4-6, 4-29 
マル チ シ ス テム 辞書 4-29, 4-31 
短く 確実 に 文章 を 入力 する 2-]1 

無 変換 キー を 使い 方 2-1 

メッ セー ジ 王 -] 

目的 別 の 日 本 語 入力 方 法 2-]1 


【 ヤ 行 」 
矢印 記号 2-16 
SE pi の ザジ ド * ロ ーー ティ リ デ ティー ん キ 6 
郵便 番号 辞書 2-15, 4-6, 4-29 
郵便 番号 で 住所 入力 を する 1-10, 2-15 
用 語 集 X-1 
読み に 戻す 2-1 
読み の 呼び 出し XX-1 


[ ラ 行 」 
リト リー プ 2-18, X-1 
連 文 節 変換 2-3 
連 文 節 変 換 プ ログ ラム vi 
ディ スケ ッ ト vi 
導入 方 法 A-1 
ロー マ 字 か な 対応 表 D-1 
ロー マ 字 入力 の オフ 1-4 
ロー マ 数 字 2-16 
ロシア 文字 2-16 
論理 記号 2-16 


じ 


CONFIG.SYS フ ァイル 4-2 


IBM 漢字 番号 3-3,3-6 
IBMZIPC2.DCT 4-6 


り 


JIS 区 点 2-14, 3-3, 3-6, 3- 7 


MKK vi 
MKK を より 快適 に 使う た め に 4-1 
MULTDICT.PRO 4-6 


R 


RAM 辞 書 3-3, 3-6, B-1 


ィ 


ThinkPad vn, C-1 


U 


USERDICT.EXE 4-/ 
USRFNT.EXE 4-6 


W 


Windows 上 で 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 使用 する 
A-2 


数子 


5535-S vi, じ -1 
5576-A01 vi C-1 
3376-001/002/003 vin, じ -1 


特殊 文字 
$FZKMKJL.DCT 4-32 
$IAESKK.SYS 4-6 
SIBMBASE.DCT 4-6 
$IBMCNNC.DCT 4-6 
$SYSIDIC.FNT 4-6 
$SYS1Zxx.FNT 4-6 
$USRDICT.DCT 4-31 
* (IBM の 商標 ) X-3 
** (他社 の 商標 ) X-3 
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